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皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
紫

紺
会
（
以
下
・
本
会
）
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
卒
業
生
は
今
年
３
月
で
１
万
９
千
人
を

超
え
、
国
内
外
の
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
本
会
初
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
誕

生
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
会
長
に
就
任
し
１
年
が
経

ち
ま
す
が
、
こ
の
期
間
を
ひ
と
言
で
振
り
返
り
ま

す
と
「
新
た
な
挑
戦
の
１
年
」
で
し
た
。
ま
ず
昨

年
３
月
末
に
高
校
の
新
校
舎
が
落
成
し
、
４
月
12

日
に
は
高
校
と
連
携
し
「
旧
校
舎
お
別
れ
会
・
新

校
舎
お
披
露
目
会
」
お
よ
び
祝
賀
会
を
開
催
。
同

窓
生
や
先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
。
新
校
舎
建
設
に
お
い
て
は
、

本
会
の
有
志
で
「
新
校
舎
建
設
支
援
の
会
」
を
発

足
し
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支

援
の
お
か
げ
で
、
建
設
支
援
金
を
母
校
に
贈
呈
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
の
根
幹
で

あ
る〝
母
校
支
援
〞と
な
る
記
念
す
べ
き
事
業
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
６
月
に
関
東
支
部
と
初
の
交
流

会
、
ま
た
12
月
に
は
関
西
支
部
と
も
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
東
京
・
大
阪
在
住
の
同
窓
生
と
意
見

交
換
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
今
年
度
以
降
も

恒
例
の
行
事
に
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
福
岡
支

部
設
立
も
予
定
し
て
お
り
、
各
支
部
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
昨
年
度
は
11
月
３
日
、

県
内
他
校
に
先
駆
け
て
、
同
窓
会
活
動
と
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
コ
ラ
ボ
し
た
「
紫
婚
活
〜
母
校
で

フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
〜
」
を
開
き
ま
し
た
。
本
会
の

同
窓
婚
活
事
業
と
し
て
、
男
女
合
わ
せ
50
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
11
月
12
日
に
は
、
こ

ち
ら
も
初
め
て
と
な
る「
１
０
０
％
代
表
幹
事
会
」

を
開
き
、
72
歳
を
迎
え
ら
れ
た
１
期
生
か
ら
19
歳

の
54
期
生
ま
で
が
一
堂
に
顔
を
そ
ろ
え
る
場
が
実

現
し
、〝
紫
紺
会
の
歴
史
が
動
い
た
一
日
〞に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
本
会
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
全
会
員
の
５
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
会
費

納
入
率
や
各
期
へ
の
連
絡
体
制
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
引

き
続
き
、
毎
月
の
代
表
幹
事
会
や
役
員
会
を
ベ
ー

ス
に
課
題
解
決
に
向
け
、
協
議
を
続
け
て
参
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
高
校
側
と
の

連
携
を
強
化
し
、「
幅
広
い
世
代
に
参
加
い
た
だ

く
同
窓
会
」、
そ
し
て
「
心
の
拠
り
所
に
な
る
同

窓
会
」
を
目
指
し
て
、
組
織
の
活
性
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
ほ
ど
を
何

卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

関
東
・
関
西
支
部
と
の
交
流
会
、
婚
活
事
業
、

　
　
　

１
０
０
％
代
表
幹
事
会
・
・
・「
新
た
な
挑
戦
の
１
年
に
」

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
校
同
窓
会　

紫
紺
会　

会
長　

木
下　

顕
（
11
期
）

同窓会長挨拶

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
日
ご
ろ
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
、
そ
し
て
学
校
運
営
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
す
で
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
新

校
舎
建
築
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紫
紺
会
会
報

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
計
画
通
り
無
事
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
改
め
て
こ
こ
に
ご
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、

お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
５
月
に
起
工
式
を
行
い
、
そ
の
後
、

工
事
は
遅
延
す
る
こ
と
な
く
順
調
に
進
み
、
平
成

27
年
３
月
に
無
事
竣
工
し
、
新
年
度
の
入
学
式
に

何
と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
っ
越
し
の
後
、
直
ち
に
旧
校
舎
の
解
体
工
事
に

入
り
、
跡
地
の
整
備
（
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
な

ど
の
関
連
工
事
も
８
月
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
11
月
19
日
に
は
簡
素
な
中
に

も
厳
粛
な
落
成
式
典
を
挙
行
し
、
紫
紺
会
会
長
の

木
下
顕
様
に
は
丁
寧
な
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
延
べ
床
面
積
は
、
旧
校
舎
の
約
１
・

３
倍
あ
り
ま
す
。
廊
下
を
広
く
取
り
、
ラ
ウ
ン
ジ

や
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
、
そ
し
て
吹
き
抜
け
な
ど
も

設
け
ま
し
た
。
ま
た
採
光
に
も
十
分
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
明
る
く
ゆ
っ
た
り
と
し

た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
と
新

校
舎
を
空
中
廊
下
で
つ
な
い
だ
結
果
、
中
高
の
往

来
が
大
変
便
利
に
な
り
、
心
理
的
に
も
教
職
員
間

の
一
体
感
が
一
層
、
増
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す

し
、
生
徒
た
ち
も
新
校
舎
を
大
変
、
気
に
入
っ
て

い
る
様
子
で
す
。

　

り
っ
ぱ
な
校
舎
が
完
成
し
た
今
、「
建
物
は
立

派
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
・
・
」
と
い
わ
れ
な
い
よ

う
、
中
身
も
建
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
代
校
長
の
丸
山
学
先
生
は
開
校
時
に
、
本
校

を
「
珠
玉
」
の
よ
う
な
学
校
に
育
て
上
げ
る
と
い

う
構
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
や
本
校
は
そ

の
規
模
に
お
い
て
、
そ
の
質
に
お
い
て
、
県
下
有

数
の
高
等
学
校
に
成
長
し
ま
し
た
。
丸
山
先
生
の

構
想
に
も
う
一
度
思
い
を
馳
せ
、
「
珠
玉
」
に
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
、
こ
の
大
江
の
地
に
お
い
て
、

本
校
が
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
す
よ
う
、
教
職
員
一

同
、
生
徒
と
と
も
に
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
本
校
に
対
す
る

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
皆
様
方
と

の
連
携
が
よ
り
一
層
、
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

新
校
舎
が
完
成
、
中
身
も
建
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
校　

校
長　

木
下　

隆
雄

学校長挨拶

高
校
活
動
報
告

【
新
校
舎
竣
工
】

　

平
成
27
年
3
月
、
念
願
の
4
階
建
て

新
校
舎
が
竣
工
し
ま
し
た
。
1
階
に
は

多
目
的
ホ
ー
ル
や
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
、
和
室
、
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
な
ど
を

備
え
、
2
階
、
3
階
に
は
ル
ー
フ
テ
ラ

ス
が
あ
り
、
普
通
教
室
の
あ
る
2
階
か

ら
4
階
に
設
け
ら
れ
た
ラ
ウ
ン
ジ
で

は
、
昼
休
み
に
は
昼
食
を
、
放
課
後
に

は
自
習
を
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
あ
ふ

れ
、
生
徒
た
ち
に
は
快
適
な
空
間
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
の
校
舎
と
空
中
通
路
で
繋
が

り
、
中
学
高
校
間
の
移
動
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
紫
紺
会
会
員
の
皆
様
の
多

く
が
高
校
時
代
に
過
ご
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
第
1
棟
、
第

2
棟
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
解
体
跡
地

は
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
さ

れ
、
体
育
授
業
や
部
活
動
の
練
習
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
紫
紺

会
会
員
の
皆
様
の
物
心
両
面
に
わ
た
る

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
進
学
実
績
】

　

平
成
27
年
入
試
で
は
、
国
公
立
大
学

に
1
4
0
名
、
私
立
大
学
に
延
べ

5
1
1
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
主
な
合

格
大
学
は
、
国
公
立
大
学
で
熊
本
大
34

名
、
熊
本
県
立
大
31
名
、
鹿
児
島
大
18

名
、
九
州
大
4
名
、
長
崎
大
7
名
、
広

島
大
4
名
、
京
都
大
1
名
、
東
京
工
業

大
1
名
、
北
海
道
大
1
名
な
ど
、
ま

た
、
私
立
大
学
で
は
熊
本
学
園
大

1
0
2
名
、
福
岡
大
49
名
、
西
南
大
35

名
、
立
命
館
大
34
名
、
崇
城
大
28
名
、

近
畿
大
19
名
、
熊
本
保
健
科
学
大
18

名
、
日
本
大
13
名
、
明
治
大
10
名
、
法

政
大
8
名
、
早
稲
田
大
7
名
、
青
山
学

院
大
6
名
、
同
志
社
大
5
名
、
東
京
理

科
大
5
名
な
ど
で
し
た
。

　

年
に
よ
っ
て
合
格
者
の
数
は
多
少
変

動
し
ま
す
が
、
進
学
実
績
は
着
実
に
伸

び
て
い
ま
す
。
国
公
立
大
学
合
格
者
数

は
熊
本
、
済
々
黌
、
第
二
、
熊
本
北
に

次
い
で
、
県
内
5
位
で
す
。

【
部
活
動
】

　

5
月
に
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総
体
で

は
、
ボ
ー
ト
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
、
ボ
ー
ト
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
、
ボ
ー
ト
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
、
ボ
ー
ト
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
、

テ
ニ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
が
優
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
高
校
総
体
に
男
女

熊本学園大学付属中学・高校
吹奏楽部

第25回定期演奏会

熊本学園大学付属中学・高校
吹奏楽部

第25回定期演奏会

第１部 吹奏楽オリジナルステージ
　・平成28年度吹奏楽コンクール課題曲
　・ラッキードラゴン 第五福竜丸の記憶　福島弘和作曲
　　（OBOG合同ステージ）
　・センチュリア　　J.スウェアリンジェン作曲
　・ディープパープルメドレー
第２部 マーチングステージ
　・スターウォーズメドレー
第３部　ポップスステージ
　・００７コレクション
　・昭和アイドル・コレクション
　・愛を叫べ（嵐）
　・小さな世界　　　　他

今回も様々な世代の皆様に楽しんでいただけるようなス
テージを目指して頑張ります。
ご来場をお待ちしております。

ボ
ー
ト
（
15
名
）
、
男
女
テ
ニ
ス
（
2

名
）
、
男
女
体
操
（
3
名
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

【
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
】

　

高
校
名
物
だ
っ
た
「
付
高
体
操
」
の

原
形
と
さ
れ
る
「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
」
。

10
月
22
日
、
田
中
五
造
さ
ん
（
6
期

生
）
の
働
き
掛
け
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

体
操
チ
ー
ム
「
オ
レ
ロ
ッ
プ
体
操
ア
カ

デ
ミ
ー
」
に
よ
る
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
の

公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
の
要
素
や
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動

き
を
取
り
入
れ
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
大

技
が
決
ま
る
た
び
に
、
生
徒
ら
は
感
嘆

の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
母
校
を
愛
し
て
や
ま
な
い
田
中
さ
ん

に
心
よ
り
敬
服
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

末
次
）

旧校舎西側のグラウンド一画に完成した４階建ての新校舎

昨年４月12日に開いた「旧校舎お別れ会・新校
舎お披露会」。卒業生やその家族、先生方など
300人以上が参加した

昨年10月22日に高校体育館で開かれたデンマー
ク体操の熊本公演。躍動感あふれる大技に感嘆の
声が上がった

日時 平成28年４月30日（土）

場所 熊本県立劇場
コンサートホール

13:30開場 14:00開演

入場無料！
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皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
よ
り
紫

紺
会
（
以
下
・
本
会
）
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
の
卒
業
生
は
今
年
３
月
で
１
万
９
千
人
を

超
え
、
国
内
外
の
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
は
本
会
初
の
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
誕

生
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
会
長
に
就
任
し
１
年
が
経

ち
ま
す
が
、
こ
の
期
間
を
ひ
と
言
で
振
り
返
り
ま

す
と
「
新
た
な
挑
戦
の
１
年
」
で
し
た
。
ま
ず
昨

年
３
月
末
に
高
校
の
新
校
舎
が
落
成
し
、
４
月
12

日
に
は
高
校
と
連
携
し
「
旧
校
舎
お
別
れ
会
・
新

校
舎
お
披
露
目
会
」
お
よ
び
祝
賀
会
を
開
催
。
同

窓
生
や
先
生
方
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
に
ご
出

席
を
賜
り
ま
し
た
。
新
校
舎
建
設
に
お
い
て
は
、

本
会
の
有
志
で
「
新
校
舎
建
設
支
援
の
会
」
を
発

足
し
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
か
ら
の
多
大
な
る
ご
支

援
の
お
か
げ
で
、
建
設
支
援
金
を
母
校
に
贈
呈
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
窓
会
活
動
の
根
幹
で

あ
る〝
母
校
支
援
〞と
な
る
記
念
す
べ
き
事
業
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
６
月
に
関
東
支
部
と
初
の
交
流

会
、
ま
た
12
月
に
は
関
西
支
部
と
も
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
東
京
・
大
阪
在
住
の
同
窓
生
と
意
見

交
換
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
今
年
度
以
降
も

恒
例
の
行
事
に
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
福
岡
支

部
設
立
も
予
定
し
て
お
り
、
各
支
部
と
の
連
携
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
昨
年
度
は
11
月
３
日
、

県
内
他
校
に
先
駆
け
て
、
同
窓
会
活
動
と
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
コ
ラ
ボ
し
た
「
紫
婚
活
〜
母
校
で

フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
〜
」
を
開
き
ま
し
た
。
本
会
の

同
窓
婚
活
事
業
と
し
て
、
男
女
合
わ
せ
50
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
11
月
12
日
に
は
、
こ

ち
ら
も
初
め
て
と
な
る「
１
０
０
％
代
表
幹
事
会
」

を
開
き
、
72
歳
を
迎
え
ら
れ
た
１
期
生
か
ら
19
歳

の
54
期
生
ま
で
が
一
堂
に
顔
を
そ
ろ
え
る
場
が
実

現
し
、〝
紫
紺
会
の
歴
史
が
動
い
た
一
日
〞に
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
方
、
本
会
の
運
営
に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
全
会
員
の
５
％
前
後
で
推
移
し
て
い
る
会
費

納
入
率
や
各
期
へ
の
連
絡
体
制
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
引

き
続
き
、
毎
月
の
代
表
幹
事
会
や
役
員
会
を
ベ
ー

ス
に
課
題
解
決
に
向
け
、
協
議
を
続
け
て
参
り
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
高
校
側
と
の

連
携
を
強
化
し
、「
幅
広
い
世
代
に
参
加
い
た
だ

く
同
窓
会
」、
そ
し
て
「
心
の
拠
り
所
に
な
る
同

窓
会
」
を
目
指
し
て
、
組
織
の
活
性
化
に
努
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
ほ
ど
を
何

卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

関
東
・
関
西
支
部
と
の
交
流
会
、
婚
活
事
業
、

　
　
　

１
０
０
％
代
表
幹
事
会
・
・
・「
新
た
な
挑
戦
の
１
年
に
」

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
校
同
窓
会　

紫
紺
会　

会
長　

木
下　

顕
（
11
期
）

同窓会長挨拶

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
日
ご
ろ
よ
り
本
校
の
教
育
活

動
、
そ
し
て
学
校
運
営
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解

と
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
す
で
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
本
校
新

校
舎
建
築
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
紫
紺
会
会
報

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
知
ら
せ
を
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
計
画
通
り
無
事
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
改
め
て
こ
こ
に
ご
報
告
を
す
る
と
と
も
に
、

お
礼
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

平
成
26
年
５
月
に
起
工
式
を
行
い
、
そ
の
後
、

工
事
は
遅
延
す
る
こ
と
な
く
順
調
に
進
み
、
平
成

27
年
３
月
に
無
事
竣
工
し
、
新
年
度
の
入
学
式
に

何
と
か
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

引
っ
越
し
の
後
、
直
ち
に
旧
校
舎
の
解
体
工
事
に

入
り
、
跡
地
の
整
備
（
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
な

ど
の
関
連
工
事
も
８
月
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
11
月
19
日
に
は
簡
素
な
中
に

も
厳
粛
な
落
成
式
典
を
挙
行
し
、
紫
紺
会
会
長
の

木
下
顕
様
に
は
丁
寧
な
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
の
延
べ
床
面
積
は
、
旧
校
舎
の
約
１
・

３
倍
あ
り
ま
す
。
廊
下
を
広
く
取
り
、
ラ
ウ
ン
ジ

や
オ
ー
プ
ン
テ
ラ
ス
、
そ
し
て
吹
き
抜
け
な
ど
も

設
け
ま
し
た
。
ま
た
採
光
に
も
十
分
な
配
慮
が
な

さ
れ
て
お
り
、
全
体
的
に
明
る
く
ゆ
っ
た
り
と
し

た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
と
新

校
舎
を
空
中
廊
下
で
つ
な
い
だ
結
果
、
中
高
の
往

来
が
大
変
便
利
に
な
り
、
心
理
的
に
も
教
職
員
間

の
一
体
感
が
一
層
、
増
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す

し
、
生
徒
た
ち
も
新
校
舎
を
大
変
、
気
に
入
っ
て

い
る
様
子
で
す
。

　

り
っ
ぱ
な
校
舎
が
完
成
し
た
今
、「
建
物
は
立

派
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
・
・
」
と
い
わ
れ
な
い
よ

う
、
中
身
も
建
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

初
代
校
長
の
丸
山
学
先
生
は
開
校
時
に
、
本
校

を
「
珠
玉
」
の
よ
う
な
学
校
に
育
て
上
げ
る
と
い

う
構
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
や
本
校
は
そ

の
規
模
に
お
い
て
、
そ
の
質
に
お
い
て
、
県
下
有

数
の
高
等
学
校
に
成
長
し
ま
し
た
。
丸
山
先
生
の

構
想
に
も
う
一
度
思
い
を
馳
せ
、
「
珠
玉
」
に
さ

ら
に
磨
き
を
か
け
、
こ
の
大
江
の
地
に
お
い
て
、

本
校
が
ま
す
ま
す
輝
き
を
増
す
よ
う
、
教
職
員
一

同
、
生
徒
と
と
も
に
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で

す
。

　

紫
紺
会
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
本
校
に
対
す
る

ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
ま
た
、
皆
様
方
と

の
連
携
が
よ
り
一
層
、
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い

く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

新
校
舎
が
完
成
、
中
身
も
建
物
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に

熊
本
学
園
大
学
付
属
中
学
・
高
校　

校
長　

木
下　

隆
雄

学校長挨拶

高
校
活
動
報
告

【
新
校
舎
竣
工
】

　

平
成
27
年
3
月
、
念
願
の
4
階
建
て

新
校
舎
が
竣
工
し
ま
し
た
。
1
階
に
は

多
目
的
ホ
ー
ル
や
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
、
和
室
、
パ
ソ
コ
ン
ル
ー
ム
な
ど
を

備
え
、
2
階
、
3
階
に
は
ル
ー
フ
テ
ラ

ス
が
あ
り
、
普
通
教
室
の
あ
る
2
階
か

ら
4
階
に
設
け
ら
れ
た
ラ
ウ
ン
ジ
で

は
、
昼
休
み
に
は
昼
食
を
、
放
課
後
に

は
自
習
を
す
る
生
徒
た
ち
の
姿
が
あ
ふ

れ
、
生
徒
た
ち
に
は
快
適
な
空
間
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

中
学
校
の
校
舎
と
空
中
通
路
で
繋
が

り
、
中
学
高
校
間
の
移
動
が
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
紫
紺
会
会
員
の
皆
様
の
多

く
が
高
校
時
代
に
過
ご
さ
れ
、
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
第
1
棟
、
第

2
棟
は
解
体
さ
れ
ま
し
た
。
解
体
跡
地

は
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整
備
さ

れ
、
体
育
授
業
や
部
活
動
の
練
習
場
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
紫
紺

会
会
員
の
皆
様
の
物
心
両
面
に
わ
た
る

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
進
学
実
績
】

　

平
成
27
年
入
試
で
は
、
国
公
立
大
学

に
1
4
0
名
、
私
立
大
学
に
延
べ

5
1
1
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
主
な
合

格
大
学
は
、
国
公
立
大
学
で
熊
本
大
34

名
、
熊
本
県
立
大
31
名
、
鹿
児
島
大
18

名
、
九
州
大
4
名
、
長
崎
大
7
名
、
広

島
大
4
名
、
京
都
大
1
名
、
東
京
工
業

大
1
名
、
北
海
道
大
1
名
な
ど
、
ま

た
、
私
立
大
学
で
は
熊
本
学
園
大

1
0
2
名
、
福
岡
大
49
名
、
西
南
大
35

名
、
立
命
館
大
34
名
、
崇
城
大
28
名
、

近
畿
大
19
名
、
熊
本
保
健
科
学
大
18

名
、
日
本
大
13
名
、
明
治
大
10
名
、
法

政
大
8
名
、
早
稲
田
大
7
名
、
青
山
学

院
大
6
名
、
同
志
社
大
5
名
、
東
京
理

科
大
5
名
な
ど
で
し
た
。

　

年
に
よ
っ
て
合
格
者
の
数
は
多
少
変

動
し
ま
す
が
、
進
学
実
績
は
着
実
に
伸

び
て
い
ま
す
。
国
公
立
大
学
合
格
者
数

は
熊
本
、
済
々
黌
、
第
二
、
熊
本
北
に

次
い
で
、
県
内
5
位
で
す
。

【
部
活
動
】

　

5
月
に
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総
体
で

は
、
ボ
ー
ト
男
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル

プ
ル
、
ボ
ー
ト
女
子
舵
手
付
き
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
、
ボ
ー
ト
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ

ル
、
ボ
ー
ト
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
、

テ
ニ
ス
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
が
優
勝
し
ま

し
た
。
ま
た
、
全
国
高
校
総
体
に
男
女

熊本学園大学付属中学・高校
吹奏楽部

第25回定期演奏会

熊本学園大学付属中学・高校
吹奏楽部

第25回定期演奏会

第１部 吹奏楽オリジナルステージ
　・平成28年度吹奏楽コンクール課題曲
　・ラッキードラゴン 第五福竜丸の記憶　福島弘和作曲
　　（OBOG合同ステージ）
　・センチュリア　　J.スウェアリンジェン作曲
　・ディープパープルメドレー
第２部 マーチングステージ
　・スターウォーズメドレー
第３部　ポップスステージ
　・００７コレクション
　・昭和アイドル・コレクション
　・愛を叫べ（嵐）
　・小さな世界　　　　他

今回も様々な世代の皆様に楽しんでいただけるようなス
テージを目指して頑張ります。
ご来場をお待ちしております。

ボ
ー
ト
（
15
名
）
、
男
女
テ
ニ
ス
（
2

名
）
、
男
女
体
操
（
3
名
）
が
出
場
し
ま

し
た
。

【
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
】

　

高
校
名
物
だ
っ
た
「
付
高
体
操
」
の

原
形
と
さ
れ
る
「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
」
。

10
月
22
日
、
田
中
五
造
さ
ん
（
6
期

生
）
の
働
き
掛
け
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

体
操
チ
ー
ム
「
オ
レ
ロ
ッ
プ
体
操
ア
カ

デ
ミ
ー
」
に
よ
る
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
の

公
演
が
実
現
し
ま
し
た
。
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
の
要
素
や
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動

き
を
取
り
入
れ
た
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
大

技
が
決
ま
る
た
び
に
、
生
徒
ら
は
感
嘆

の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
い
つ
ま
で

も
母
校
を
愛
し
て
や
ま
な
い
田
中
さ
ん

に
心
よ
り
敬
服
い
た
し
ま
す
。

（
文
責　

末
次
）

旧校舎西側のグラウンド一画に完成した４階建ての新校舎

昨年４月12日に開いた「旧校舎お別れ会・新校
舎お披露会」。卒業生やその家族、先生方など
300人以上が参加した

昨年10月22日に高校体育館で開かれたデンマー
ク体操の熊本公演。躍動感あふれる大技に感嘆の
声が上がった

日時 平成28年４月30日（土）

場所 熊本県立劇場
コンサートホール

13:30開場 14:00開演

入場無料！



　

１
月
30
日
、
熊
本
市
の
ホ
テ
ル
日
航
熊

本
で
２
０
１
６
年
度
の
通
常
総
会
と
新
春

大
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
新
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支

予
算
案
を
審
議
し
承
認
し
た
ほ
か
、
会
費

納
入
率
の
向
上
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
７
時
か
ら
は
昨

年
の
約
２
倍
の
５
5
０
人
が
出
席
し
同
窓

会
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
り
、
は
じ
め
に
木
下

会
長
が
「
紫
紺
会
は
こ
の
１
年
も
多
彩
な

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
も
母

校
や
地
域
に
貢
献
す
る
同
窓
会
、
卒
業
生

に
と
っ
て
心
の
拠
り
所
に
な
る
同
窓
会
を

目
指
し
、
活
動
を
促
進
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
優
秀
な

成
績
を
残
し
た
部
活
動
に
奨
励
賞
を
授
与

し
、
そ
の
後
は
目
黒
純
一　

熊
本
学
園
理

事
長
に
よ
る
音
頭
で
乾
杯
。
開
宴
後
は
ペ

ア
旅
行
券
な
ど
が
当
た
っ
た
「
お
楽
し
み

抽
選
会
」
も
初
企
画
し
、
会
場
は
最
後
ま

で
満
杯
の
同
窓
生
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し

た
。

過
去
最
多
!!
会
場
満
杯
の
５
５
０
人
が
集
い
、

新
春
大
同
窓
会

木
下
会
長「
母
校
や
地
域
に
貢
献
す
る
同
窓
会
へ
」

過
去
最
多
!!
会
場
満
杯
の
５
５
０
人
が
集
い
、

新
春
大
同
窓
会

木
下
会
長「
母
校
や
地
域
に
貢
献
す
る
同
窓
会
へ
」

会場を盛り上げた「お楽しみ抽選会」。豪華賞品が当たり大喜びの松本悦子先生今年度の事業計画および収支予算案を審議し承認した通常総会

名刺交換しながら
交流

の輪を広げる同窓
生

優秀な成績を残した高校野球部・演芸部、中学校陸上部に奨励賞を授与した

高校の先生方も多数出席。
久しぶりに再会した懐かしい
卒業生たちと酒を酌み交わしながら
歓談した

同窓生を魅了した高校吹奏楽部による演奏

「若草匂う 
　託麻野の・・・」。最後に出席者全員で　　　　校歌斉唱した

旧交を温める１期生のメンバー

笑
顔
で
ポ
ー
ズ
を
取
る

51
期
生
の
同
窓
生

木下顕 会長

木下隆雄 校長

目黒純一 熊本学園理事長 平木邦昭 財務副委員長榎崇文 青年部委員長

中村由紀子 事業活動副委員長 喜讀宣友 事業活動委員長

原山公隆 副校長
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550人が出席した新春同窓会。県内外から集まった同窓生や先生方で会場は満杯に550人が出席した新春同窓会。県内外から集まった同窓生や先生方で会場は満杯に

高校の名物だった「付高
体操」の原形とされるデ
ンマーク体操において同
国の体操チームによる熊
本公演に尽力した田中五
造さん（６期）に感謝状
を贈る木下会長

熊本学園創立70周年記
念事業への寄付で目黒
理事長から感謝状を受
ける木下会長（右）

今年の飾馬奉納担当
期である39期の同窓
生ら。ステージ中央が
嶋村祐輔隊長

流
名刺交換しながら

交流

広げる同窓生

期生のメンバー

（学）



　

１
月
30
日
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熊
本
市
の
ホ
テ
ル
日
航
熊

本
で
２
０
１
６
年
度
の
通
常
総
会
と
新
春

大
同
窓
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
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新
年
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事
業
計
画
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収
支

予
算
案
を
審
議
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承
認
し
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ほ
か
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会
費

納
入
率
の
向
上
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
午
後
７
時
か
ら
は
昨

年
の
約
２
倍
の
５
5
０
人
が
出
席
し
同
窓

会
パ
ー
テ
ィ
ー
に
移
り
、
は
じ
め
に
木
下

会
長
が
「
紫
紺
会
は
こ
の
１
年
も
多
彩
な

事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
本
年
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母

校
や
地
域
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貢
献
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窓
会
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卒
業
生
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拠
り
所
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な
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窓
会
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指
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し
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い
き
た
い
」
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副会長
川口雄一郎（10期）

会長
木下　顕（11期）

副会長
吉村　浩之（19期）

副会長
木村　光男（16期）

監　事
佐藤　秀敏（11期）

副代表幹事長
本田　順治（10期）

財務副委員長
赤塚　智哉（34期）

財務委員長
加藤　誠貴（37期）

広報・情報委員長
大島　栄祐（40期）

青年部委員長
榎　崇文（40期）

青年部副委員長
長野　光洋（30期）

青年部副委員長
原田　佳英（35期）

青年部副委員長
嶋村拓二郎（41期）

事業活動委員長
喜讀　宣友（22期）

事業活動副委員長
松下　研之（30期）

飾馬奉納委員長
出先　教明（31期）

副会長
吉川　久美（24期）

事務局長
堤　泰之（32期）

代表幹事長
榎　主税（14期）

副代表幹事長
田上　明裕（29期）

副代表幹事長
佐伯　昇治（13期）

副代表幹事長
池本　千寿（33期）

財務副委員長
平木　邦昭（14期）

広報・情報副委員長
岩本　州司（35期）

広報・情報副委員長
齊藤　弘美（40期）

広報・情報副委員長
津田　美矩(46期)

女性部委員長
西　千都世（21期）

女性部副委員長
寺尾　舞（40期）

事業活動副委員長
八ッ波美和子（22期）

事業活動副委員長
古閑　正一（24期）

事業活動副委員長
藤本　博之（29期）

事業活動副委員長
桃井　隆光（29期）

事業活動副委員長
藤井宥貴子(22期)

副代表幹事長
工藤　健悟（14期）

副代表幹事長
寺本　光秀（22期）

副代表幹事長
志水　和幸（18期）

副代表幹事長
田口　勝（34期）

副代表幹事長
林　俊晴（８期）

事務局次長
村田　護親(32期)

事務局次長
楢橋　一玄(34期)

事務局員
上坂　尚子（19期）

女性部副委員長
松本　貴子(23期)

女性部副委員長
山口　美和（23期）

事業活動副委員長
中村由紀子（34期）

経済同友会委員長
田中　博康（19期）

事業活動副委員長
大茂　竜二(21期)

副代表幹事長
伊豫　昴弥（50期）

広報・情報副委員長
宮﨑　常（39期）

副会長
池永　恭子（23期）

事務局次長
奥村　誠基(33期)

事務局次長
田尻祐充子(21期)

事務局次長
吉冨真寿美(36期)

監　事
長野　英子（15期）

監　事
齊藤　誠治(20期)

女性部副委員長
高濱　知佳（32期）

女性部副委員長
戸高公美子（33期）

青年部副委員長
嶋田　賢志（41期）

青年部副委員長
西本純一郎（42期）

青年部副委員長
高松　大輔（36期）

青年部副委員長
内田　雄也（37期）

青年部副委員長
永廣　一晃（39期）

広報・情報副委員長
佐藤マリア（37期）

平成28年度 紫紺会役員名簿平成28年度 紫紺会役員名簿

本年もよろしく お願いします！
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女
性
部
で
は
昨
年
初
め
て
、
ラ
ン
チ
も

兼
ね
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
開
催
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
（
平
成
27
年
4
月
18
日
）
は
イ

タ
リ
ア
料
理
S
a
z
a
e
に
て
『
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
／
斉
藤
さ
ん
（
23

期
）
講
師
』
を
開
催
。
第
２
回
（
6
月
17

日
）
は
九
州
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
に
て
『
飾
り
巻
き
ず
し
セ
ミ
ナ
ー
』

　

紫
紺
経
済
同
友
会
は
熊
本
学
園
大
学
付

属
高
校
を
卒
業
し
、
経
済
活
動
に
意
欲
の

あ
る
メ
ン
バ
ー
で
組
織
す
る
団
体
で
す
。

現
在
１
０
０
名
程
の
会
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
企
業
研
修
会
、
会
員
親
睦
年
祝

い
会
、
隠
れ
た
善
行
の
あ
っ
た
生
徒
を
表

彰
す
る
紫
紺
奨
励
賞
の
授
与
式
、
五
校
合

同
例
会
へ
の
参
加
や
地
域
へ
の
貢
献
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
吉
村
浩
之
新
会
長
の
下
、
飾

紫
紺
経
済
同
友
会　

事
務
局　
　

堤　

泰
之（
32
期
）

『
創
立
30
周
年
に
向
け
て
』

紫
紺
経
済
同
友
会

紫
紺
経
済
同
友
会

　

27
年
は
本
部
と
の
交
流
会
と
い
う
初
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
熊
本
か
ら

同
級
生
が
遊
び
に
来
る
の
を
機
に
、
在
京

卒
業
生
に
も
同
窓
会
の
行
事
に
参
加
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。
残
念
な
が

ら
会
員
の
大
量
発
掘
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
な
る
施
策
を
加

え
、
こ
の
会
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
育
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
支
部
の
会
報
「
関
東
紫
紺
会
タ
イ

ム
ズ
」
を
カ
ラ
ー
刷
り
の
ク
リ
ア
な
紙
面

に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
見
や
す

く
な
っ
た
と
会
員
の
皆
様
に
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
幹
事
会
の
近

況
は
H
P
とF

aceboo
k

に
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

●
紫
紺
会
関
東
支
部
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.geocities.jp

/p
cxyd

9
1

8
/sikon

kai_kan
tobran

ch
/

●
紫
紺
会
関
東
支
部F

acebook

h
ttp
s://w

w
w
.faceb

o
o
k.com

/siko

n
kan
to

●
紫
紺
会
関
東
支
部　

新
執
行
部

　

支
部
長　
　
　

野
中　
　

博
（
7
期
）

　

副
支
部
長　
　

松
井　
　

清
（
7
期
）

　

副
支
部
長　
　

堺　
　

亜
流
（
8
期
）

　

幹
事
長　
　
　

宮
本　

恭
一
（
12
期
）

（
新
任
）

　

副
幹
事
長　
　

吉
若　

誠
二
（
18
期
）

　

事
務
局
長　
　

本
田　

光
二
（
18
期
）

（
新
任
）

女
性
部
部
長　

白
石　

恵
子（
22
期
）

関
東
支
部

関
東
支
部

　

関
西
支
部
の
最
近
の
動
き
で
す
が
、
年

に
約
２
回
の
懇
親
会
の
開
催
、
関
西
熊
本

県
人
会
へ
の
紫
紺
会
関
西
支
部
と
し
て
の

参
加
等
が
メ
イ
ン
で
、
熊
本
県
大
阪
事
務

所
に
学
付
卒
業
生
が
赴
任
の
際
に
は
そ
の

都
度
歓
迎
会
を
実
施
し
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

20
年
程
前
に
は
総
会
等
も
数
回
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
在
住
者
の
移
動
な

ど
も
あ
り
、
な
か
な
か
連
絡
先
の
情
報
収

集
も
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
進
学
や
就

職
、
転
勤
、
結
婚
等
で
関
西
在
住
の
方
を

探
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
情
報
で
も
歓
迎

関
西
支
部

関
西
支
部

　

私
共
宅
建
紫
紺
会
は
会
名
の
通
り
不
動

産
業
者
を
中
心
と
し
、
関
連
業
で
あ
る
建

築
業
者
・
弁
護
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
等

の
メ
ン
バ
ー
で
定
期
的
に
情
報
交
換
や
勉

強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

宅
建
紫
紺
会
会
長　
　
　
　

中
林　

文
重（
21
期
）

宅
建
紫
紺
会

宅
建
紫
紺
会

女
性
部
委
員
会

女
性
部
委
員
会

古希と厄入り・厄晴れの会員５氏を祝った年祝い会
（2015年６月２日、料亭・新茶家＝熊本市中央区新町）

　

は
じ
め
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

並
び
に
現
役
生
部
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力

頂
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
卒
業
生
を
囲
ん

だ
春
の
歓
送
迎
会
へ
の
参
加
、
正
月
に
参

加
で
き
な
い
方
へ
向
け
た
夏
期
懇
親
会

（
８
月
盆
）、
恒
例
の
本
郷
杯
ク
ラ
ブ
対

抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ

し
て
初
打
ち
会
・
新
年
会
を
行
い
ま
し

た
。

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

宮
村
勇
一
郎（
23
期
）

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

　

２
０
１
５
年
4
月
、
野
球
部
の
外
部
コ

ー
チ
と
し
て
米
村
和
樹
さ
ん
（
32
期
）
が

加
わ
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
米
村
さ
ん
は
本
校
卒
業
と

同
時
に
ド
ラ
フ
ト
3
位
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ズ
に
入
団
。
本
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
中
で
た

だ
一
人
の
プ
ロ
野
球
経
験
者
で
あ
り
ま

す
。
２
０
１
４
年
末
に
高
校
野
球
指
導
者

免
許
を
取
得
し
、
事
業
の
独
立
に
併
せ
て

本
校
野
球
部
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
現
在

は
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
チ
と
し
て
週
２
回
、

西
合
志
研
修
所
内
の
野
球
部
グ
ラ
ン
ド
に

て
後
輩
球
児
の
指
導
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

就
任
11
年
目
を
迎
え
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　

事
務
局
長　
　

 

池
本　

哲
二（
31
期
）

女
性
部
委
員
長　
　
　
　
　
　

西　

千
都
世（
21
期
）

青
年
部
委
員
長　
　
　
　
　
　

榎　

崇
文（
40
期
）

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

を
開
催
。
お
昼
は
神
の
水
（
21
期
松
村

君
）
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

３
回
（
8
月
1
日
）
も
ま
た
、
九
州
中
央

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
に
て
『
陶
芸

教
室
／
出
口
さ
ん
（
23
期
）
講
師
』
を
開

催
。
お
昼
は
和
食
満
潮
（
21
期
前
田
さ

ん
）
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

供
連
れ
や
ご
夫
婦
で
の
参
加
も
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
け
る
女
性
部
の
活
動
も
昨

年
同
様
6
・
8
・
11
月
の
土
曜
に
セ
ミ
ナ

ー
形
式
の
ラ
ン
チ
会
を
企
画
す
る
予
定
で

す
。
是
非
皆
様
ご
参
加
下
さ
い
。

野球部練習風景

年２回開いているゴルフコンペ

２月５日に開いた毎年恒例の新年会

　

昭
和
63
年
に
先
輩
方
13
人
で
本
会
を
創

立
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
今
年
で
29

年
。
来
年
に
は
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
会

の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に

感
謝
し
つ
つ
、
宅
建
紫
紺
会
が
今
後
益
々

発
展
す
る
よ
う
皆
で
盛
り
立
て
て
い
く
た

め
、
30
周
年
の
記
念
行
事
を
計
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
紫
紺
会
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り

願
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
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●
●
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●
●
●
●
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昨
年
の
本
郷
杯
（
12
月
６
日
）
で
は
、

従
来
の
社
会
人
大
会
に
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を

加
え
大
会
規
模
も
そ
の
意
義
も
増
し
て
行

わ
れ
、
28
年
１
月
２
日
の
初
打
ち
会
で

は
、
本
郷
先
生
出
席
の
下
Ｏ
Ｂ
生
と
現
役

生
の
多
く
が
学
付
体
育
館
に
集
い
楽
し
く

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
よ
り
充
実
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
お
時
間
頂
け
ま
す
Ｏ
Ｂ

生
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
願
い
申
し
あ
げ

今
年
度
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

青
年
部
委
員
会
は
、
比
較
的
若
手
（
ど

こ
ま
で
か
は
気
持
ち
次
第
）
の
卒
業
生
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
３
月
28
日
（
第
３
回
）
と
11
月

28
日
（
第
４
回
）
に
、
い
ず
れ
も
熊
本
空

港
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
若
手
に
限
ら

ず
卒
業
生
全
員
に
参
加
資
格
が
あ
り
ま

す
。
参
加
者
は
30
名
〜
45
名
と
中
規
模
の

コ
ン
ペ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に

毎
回
ブ
ー
ビ
ー
賞
争
い
を
し
て
い
る
若
手

も
い
れ
ば
、
上
位
陣
は
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
80

前
後
で
競
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
し
て

い
ま
す
。
優
勝
者
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ら
ぬ
「
紫
紺
ハ
ッ
ピ
」
の
贈
呈

が
あ
り
、
袖
に
は
歴
代
優
勝
者
名
が
刻
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
３
回
優
勝

者
は
津
留
善
基
先
輩
（
６
期
）
、
第
４
回

優
勝
者
は
河
津
剛
先
輩
（
29
期
）
で
し

た
。
ま
た
、
紫
紺
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

青
年
部
委
員
会

青
年
部
委
員
会

特
徴
は
、
豪
華
賞
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん
な

と
こ
ろ
で
す
。
卒
業
生
か
ら
提
供
さ
れ
た

賞
品
が
中
心
で
、
５
０
０
０
円
分
の
商
品

券
等
が
10
本
近
く
あ
っ
た
回
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
も
春
頃
と
秋
頃
に
２
回
開
催
予

定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やF

aceb
o
o
k

等
で
告
知
し
ま
す
。
同
期
や
部
活
な
ど
気

心
知
れ
た
仲
間
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ
け

る
と
、
同
組
に
割
り
振
り
ま
す
の
で
、
ど

し
ど
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
昨
年
は
、
紫
紺
会
の
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
参

加
費
等
で
、
知
的
障
害
児
施
設
大
江
学
園

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
お

菓
子
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
寄
せ
書
き
の
お
礼
状
ま
で
頂

き
ま
し
た
。
今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
と
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
も
若
手
会
員
同
士
の
交
流

を
図
る
懇
親
会
を
８
月
に
開
催
し
ま
し

た
。
数
年
前
に
初
め
て
開
催
し
た
頃
は
４

名
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
若
手
の
交
流
も

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
20
代
〜
30
代
が

ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
青
年
部
委
員
会
は
役
員
を
増

員
し
、
今
年
も
活
発
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
!!

坂
本
監
督
（
39
期
）
と
力
を
合
わ
せ
、
祈
願

の
甲
子
園
初
出
場
が
実
現
す
る
日
も
近
い

と
Ｏ
Ｂ
一
同
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
野
球
部
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

紫
紺
会
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
た

ち
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
は
設
立
40
数
年
と
歴

史
は
古
く
、
県
内
外
の
各
地
域
紫
紺
会
に

お
い
て
は
一
番
古
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

阿
蘇
南
部
紫
紺
会

阿
蘇
南
部
紫
紺
会

う
か
。
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
は
高
森
町
、
南

阿
蘇
村
、
山
都
町
（
旧
蘇
陽
町
）
の
3
町

村
出
身
者
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

年
1
回
の
懇
親
会
・
年
祝
い
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
11
月
7
日
に
桜
の
馬

場 

城
彩
苑
「
阿
蘇
庭 

山
見
茶
屋
」
（
36

期
・
堀　

健
太
郎
代
表
）
に
て
、
紫
紺
会

の
木
下
顕
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
開
催
致

し
ま
し
た
。
6
期
の
馬
原
孝
一
阿
蘇
南
部

　

副
事
務
局
長　

佐
藤　

研
吾
（
31
期
）

　

女
性
部
部
長　

白
石　

恵
子
（
22
期
）

　

監
査
役　
　
　

松
田　

欣
和
（
4
期
）

　
　
　
　
　

で
す
の
で
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

　

0
6
ー
6
8
3
2
ー
5
9
1
7

　

sikon.k@
gm
ail.com

   

　

kim
u
ra-d
e-go@

n
ifty.com

木
村　

裕
（
８
期
）

紫
紺
会
会
長
が
「
今
後
も
素
晴
し
い
伝
統

あ
る
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
、
ま
た
木
下
会
長
よ
り
「
伝

統
あ
る
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
は
各
地
域
紫
紺

会
の
お
手
本
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
の
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
先
輩
・
後
輩
の
枠
を
超
え
て
、
懇
親

会
は
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

阿
蘇
南
部
紫
紺
会
事
務
局

馬
奉
納
紫
紺
会
や
紫
紺
会
各
支
部
・
O
B

会
懇
談
会
へ
の
参
加
等
、
本
会
と
の
交
流

も
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
随
時
入
会
、
歓

迎
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
愛
に
燃
え
る
卒

業
生
、
人
脈
の
拡
大
や
お
仕
事
の
情
報
交

換
に
意
欲
あ
る
方
は
肩
書
に
こ
だ
わ
ら
ず

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

0
9
0
ー
4
9
8
6
ー
4
9
5
8
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女
性
部
で
は
昨
年
初
め
て
、
ラ
ン
チ
も

兼
ね
た
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
開
催
し
ま
し

た
。

　

第
１
回
（
平
成
27
年
4
月
18
日
）
は
イ

タ
リ
ア
料
理
S
a
z
a
e
に
て
『
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
／
斉
藤
さ
ん
（
23

期
）
講
師
』
を
開
催
。
第
２
回
（
6
月
17

日
）
は
九
州
中
央
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
院
に
て
『
飾
り
巻
き
ず
し
セ
ミ
ナ
ー
』

　

紫
紺
経
済
同
友
会
は
熊
本
学
園
大
学
付

属
高
校
を
卒
業
し
、
経
済
活
動
に
意
欲
の

あ
る
メ
ン
バ
ー
で
組
織
す
る
団
体
で
す
。

現
在
１
０
０
名
程
の
会
員
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
、
企
業
研
修
会
、
会
員
親
睦
年
祝

い
会
、
隠
れ
た
善
行
の
あ
っ
た
生
徒
を
表

彰
す
る
紫
紺
奨
励
賞
の
授
与
式
、
五
校
合

同
例
会
へ
の
参
加
や
地
域
へ
の
貢
献
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
は
吉
村
浩
之
新
会
長
の
下
、
飾

紫
紺
経
済
同
友
会　

事
務
局　
　

堤　

泰
之（
32
期
）

『
創
立
30
周
年
に
向
け
て
』

紫
紺
経
済
同
友
会

紫
紺
経
済
同
友
会

　

27
年
は
本
部
と
の
交
流
会
と
い
う
初
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
熊
本
か
ら

同
級
生
が
遊
び
に
来
る
の
を
機
に
、
在
京

卒
業
生
に
も
同
窓
会
の
行
事
に
参
加
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。
残
念
な
が

ら
会
員
の
大
量
発
掘
と
は
い
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
も
さ
ら
な
る
施
策
を
加

え
、
こ
の
会
を
よ
り
有
効
な
も
の
に
育
て

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
支
部
の
会
報
「
関
東
紫
紺
会
タ
イ

ム
ズ
」
を
カ
ラ
ー
刷
り
の
ク
リ
ア
な
紙
面

に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
見
や
す

く
な
っ
た
と
会
員
の
皆
様
に
好
評
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
や
幹
事
会
の
近

況
は
H
P
とF

aceboo
k

に
て
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

●
紫
紺
会
関
東
支
部
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.geocities.jp

/p
cxyd

9
1

8
/sikon

kai_kan
tobran

ch
/

●
紫
紺
会
関
東
支
部F

acebook

h
ttp
s://w

w
w
.faceb

o
o
k.com

/siko

n
kan
to

●
紫
紺
会
関
東
支
部　

新
執
行
部

　

支
部
長　
　
　

野
中　
　

博
（
7
期
）

　

副
支
部
長　
　

松
井　
　

清
（
7
期
）

　

副
支
部
長　
　

堺　
　

亜
流
（
8
期
）

　

幹
事
長　
　
　

宮
本　

恭
一
（
12
期
）

（
新
任
）

　

副
幹
事
長　
　

吉
若　

誠
二
（
18
期
）

　

事
務
局
長　
　

本
田　

光
二
（
18
期
）

（
新
任
）

女
性
部
部
長　

白
石　

恵
子（
22
期
）

関
東
支
部

関
東
支
部

　

関
西
支
部
の
最
近
の
動
き
で
す
が
、
年

に
約
２
回
の
懇
親
会
の
開
催
、
関
西
熊
本

県
人
会
へ
の
紫
紺
会
関
西
支
部
と
し
て
の

参
加
等
が
メ
イ
ン
で
、
熊
本
県
大
阪
事
務

所
に
学
付
卒
業
生
が
赴
任
の
際
に
は
そ
の

都
度
歓
迎
会
を
実
施
し
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　

20
年
程
前
に
は
総
会
等
も
数
回
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
在
住
者
の
移
動
な

ど
も
あ
り
、
な
か
な
か
連
絡
先
の
情
報
収

集
も
困
難
と
な
っ
て
お
り
、
進
学
や
就

職
、
転
勤
、
結
婚
等
で
関
西
在
住
の
方
を

探
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
情
報
で
も
歓
迎

関
西
支
部

関
西
支
部

　

私
共
宅
建
紫
紺
会
は
会
名
の
通
り
不
動

産
業
者
を
中
心
と
し
、
関
連
業
で
あ
る
建

築
業
者
・
弁
護
士
・
土
地
家
屋
調
査
士
等

の
メ
ン
バ
ー
で
定
期
的
に
情
報
交
換
や
勉

強
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

宅
建
紫
紺
会
会
長　
　
　
　

中
林　

文
重（
21
期
）

宅
建
紫
紺
会

宅
建
紫
紺
会

女
性
部
委
員
会

女
性
部
委
員
会

古希と厄入り・厄晴れの会員５氏を祝った年祝い会
（2015年６月２日、料亭・新茶家＝熊本市中央区新町）

　

は
じ
め
に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

並
び
に
現
役
生
部
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力

頂
い
て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お

借
り
し
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
卒
業
生
を
囲
ん

だ
春
の
歓
送
迎
会
へ
の
参
加
、
正
月
に
参

加
で
き
な
い
方
へ
向
け
た
夏
期
懇
親
会

（
８
月
盆
）、
恒
例
の
本
郷
杯
ク
ラ
ブ
対

抗
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ

し
て
初
打
ち
会
・
新
年
会
を
行
い
ま
し

た
。

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会　

会
長　

宮
村
勇
一
郎（
23
期
）

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

学
付
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
会

　

２
０
１
５
年
4
月
、
野
球
部
の
外
部
コ

ー
チ
と
し
て
米
村
和
樹
さ
ん
（
32
期
）
が

加
わ
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
米
村
さ
ん
は
本
校
卒
業
と

同
時
に
ド
ラ
フ
ト
3
位
で
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ズ
に
入
団
。
本
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
中
で
た

だ
一
人
の
プ
ロ
野
球
経
験
者
で
あ
り
ま

す
。
２
０
１
４
年
末
に
高
校
野
球
指
導
者

免
許
を
取
得
し
、
事
業
の
独
立
に
併
せ
て

本
校
野
球
部
に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。
現
在

は
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
コ
ー
チ
と
し
て
週
２
回
、

西
合
志
研
修
所
内
の
野
球
部
グ
ラ
ン
ド
に

て
後
輩
球
児
の
指
導
に
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。

　

就
任
11
年
目
を
迎
え
た
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会　

事
務
局
長　
　

 

池
本　

哲
二（
31
期
）

女
性
部
委
員
長　
　
　
　
　
　

西　

千
都
世（
21
期
）

青
年
部
委
員
長　
　
　
　
　
　

榎　

崇
文（
40
期
）

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

野
球
部
Ｏ
Ｂ
会

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

紫
紺
会
支
部
・
委
員
会
活
動
報
告

を
開
催
。
お
昼
は
神
の
水
（
21
期
松
村

君
）
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第

３
回
（
8
月
1
日
）
も
ま
た
、
九
州
中
央

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
に
て
『
陶
芸

教
室
／
出
口
さ
ん
（
23
期
）
講
師
』
を
開

催
。
お
昼
は
和
食
満
潮
（
21
期
前
田
さ

ん
）
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子

供
連
れ
や
ご
夫
婦
で
の
参
加
も
あ
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
け
る
女
性
部
の
活
動
も
昨

年
同
様
6
・
8
・
11
月
の
土
曜
に
セ
ミ
ナ

ー
形
式
の
ラ
ン
チ
会
を
企
画
す
る
予
定
で

す
。
是
非
皆
様
ご
参
加
下
さ
い
。

野球部練習風景

年２回開いているゴルフコンペ

２月５日に開いた毎年恒例の新年会

　

昭
和
63
年
に
先
輩
方
13
人
で
本
会
を
創

立
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
今
年
で
29

年
。
来
年
に
は
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
会

の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に

感
謝
し
つ
つ
、
宅
建
紫
紺
会
が
今
後
益
々

発
展
す
る
よ
う
皆
で
盛
り
立
て
て
い
く
た

め
、
30
周
年
の
記
念
行
事
を
計
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
紫
紺
会
同
窓

会
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り

願
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　

昨
年
の
本
郷
杯
（
12
月
６
日
）
で
は
、

従
来
の
社
会
人
大
会
に
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
を

加
え
大
会
規
模
も
そ
の
意
義
も
増
し
て
行

わ
れ
、
28
年
１
月
２
日
の
初
打
ち
会
で

は
、
本
郷
先
生
出
席
の
下
Ｏ
Ｂ
生
と
現
役

生
の
多
く
が
学
付
体
育
館
に
集
い
楽
し
く

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
よ
り
充
実
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
お
時
間
頂
け
ま
す
Ｏ
Ｂ

生
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
願
い
申
し
あ
げ

今
年
度
の
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

青
年
部
委
員
会
は
、
比
較
的
若
手
（
ど

こ
ま
で
か
は
気
持
ち
次
第
）
の
卒
業
生
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
３
月
28
日
（
第
３
回
）
と
11
月

28
日
（
第
４
回
）
に
、
い
ず
れ
も
熊
本
空

港
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
若
手
に
限
ら

ず
卒
業
生
全
員
に
参
加
資
格
が
あ
り
ま

す
。
参
加
者
は
30
名
〜
45
名
と
中
規
模
の

コ
ン
ペ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
よ
う
に

毎
回
ブ
ー
ビ
ー
賞
争
い
を
し
て
い
る
若
手

も
い
れ
ば
、
上
位
陣
は
グ
ロ
ス
ス
コ
ア
80

前
後
で
競
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
を
し
て

い
ま
す
。
優
勝
者
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ら
ぬ
「
紫
紺
ハ
ッ
ピ
」
の
贈
呈

が
あ
り
、
袖
に
は
歴
代
優
勝
者
名
が
刻
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
第
３
回
優
勝

者
は
津
留
善
基
先
輩
（
６
期
）
、
第
４
回

優
勝
者
は
河
津
剛
先
輩
（
29
期
）
で
し

た
。
ま
た
、
紫
紺
会
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

青
年
部
委
員
会

青
年
部
委
員
会

特
徴
は
、
豪
華
賞
品
が
盛
り
だ
く
さ
ん
な

と
こ
ろ
で
す
。
卒
業
生
か
ら
提
供
さ
れ
た

賞
品
が
中
心
で
、
５
０
０
０
円
分
の
商
品

券
等
が
10
本
近
く
あ
っ
た
回
も
あ
り
ま
し

た
。
今
年
も
春
頃
と
秋
頃
に
２
回
開
催
予

定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
やF

aceb
o
o
k

等
で
告
知
し
ま
す
。
同
期
や
部
活
な
ど
気

心
知
れ
た
仲
間
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ
け

る
と
、
同
組
に
割
り
振
り
ま
す
の
で
、
ど

し
ど
し
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
昨
年
は
、
紫
紺
会
の
社
会
貢
献
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
参

加
費
等
で
、
知
的
障
害
児
施
設
大
江
学
園

に
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
お

菓
子
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
と
て
も
喜
ん
で

い
た
だ
き
、
寄
せ
書
き
の
お
礼
状
ま
で
頂

き
ま
し
た
。
今
年
も
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
と
す
る
予
定
で
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
も
若
手
会
員
同
士
の
交
流

を
図
る
懇
親
会
を
８
月
に
開
催
し
ま
し

た
。
数
年
前
に
初
め
て
開
催
し
た
頃
は
４

名
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
若
手
の
交
流
も

広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
20
代
〜
30
代
が

ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
青
年
部
委
員
会
は
役
員
を
増

員
し
、
今
年
も
活
発
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
!!

坂
本
監
督
（
39
期
）
と
力
を
合
わ
せ
、
祈
願

の
甲
子
園
初
出
場
が
実
現
す
る
日
も
近
い

と
Ｏ
Ｂ
一
同
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
野
球
部
へ
の
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

紫
紺
会
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
た

ち
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
は
設
立
40
数
年
と
歴

史
は
古
く
、
県
内
外
の
各
地
域
紫
紺
会
に

お
い
て
は
一
番
古
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

阿
蘇
南
部
紫
紺
会

阿
蘇
南
部
紫
紺
会

う
か
。
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
は
高
森
町
、
南

阿
蘇
村
、
山
都
町
（
旧
蘇
陽
町
）
の
3
町

村
出
身
者
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、

年
1
回
の
懇
親
会
・
年
祝
い
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
は
11
月
7
日
に
桜
の
馬

場 

城
彩
苑
「
阿
蘇
庭 

山
見
茶
屋
」
（
36

期
・
堀　

健
太
郎
代
表
）
に
て
、
紫
紺
会

の
木
下
顕
会
長
を
来
賓
に
迎
え
、
開
催
致

し
ま
し
た
。
6
期
の
馬
原
孝
一
阿
蘇
南
部

　

副
事
務
局
長　

佐
藤　

研
吾
（
31
期
）

　

女
性
部
部
長　

白
石　

恵
子
（
22
期
）

　

監
査
役　
　
　

松
田　

欣
和
（
4
期
）

　
　
　
　
　

で
す
の
で
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

　

0
6
ー
6
8
3
2
ー
5
9
1
7

　

sikon.k@
gm
ail.com

   

　

kim
u
ra-d
e-go@

n
ifty.com

木
村　

裕
（
８
期
）

紫
紺
会
会
長
が
「
今
後
も
素
晴
し
い
伝
統

あ
る
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
さ
れ
、
ま
た
木
下
会
長
よ
り
「
伝

統
あ
る
阿
蘇
南
部
紫
紺
会
は
各
地
域
紫
紺

会
の
お
手
本
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
の
お

褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
先
輩
・
後
輩
の
枠
を
超
え
て
、
懇
親

会
は
遅
く
ま
で
続
き
ま
し
た
。

阿
蘇
南
部
紫
紺
会
事
務
局

馬
奉
納
紫
紺
会
や
紫
紺
会
各
支
部
・
O
B

会
懇
談
会
へ
の
参
加
等
、
本
会
と
の
交
流

も
活
発
に
行
い
ま
し
た
。
随
時
入
会
、
歓

迎
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
愛
に
燃
え
る
卒

業
生
、
人
脈
の
拡
大
や
お
仕
事
の
情
報
交

換
に
意
欲
あ
る
方
は
肩
書
に
こ
だ
わ
ら
ず

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

0
9
0
ー
4
9
8
6
ー
4
9
5
8
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当
委
員
会
で
、
一
昨
年
ま
で
11
年
間
続

い
た
「
母
校
を
訪
ね
て
」
に
代
る
事
業
を

模
索
す
る
中
、
誰
と
話
に
出
て
き
た
の

が
、〝
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
〞
で
し
た
。
少

子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
べ
く
、
行
政
も

積
極
的
に
推
奨
し
て
い
る
事
業
で
す
が
、

同
窓
会
で
や
っ
た
と
こ
ろ
は
無
く
、
ま
さ

に
〝
先
駆
け
〞
と
し
て
「
ダ
メ
も
と
で
や

っ
て
み
よ
う
！
」
と
、
話
が
と
ん
と
ん
拍

子
に
進
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
荒
木
直
美
さ
ん
と
中
村
由
紀

子
ち
ゃ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
か
な
り
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
同
窓
同
士
と
い
う
こ

と
で
警
戒
心
も
な
く
打
ち
解
け
る
の
が
早

か
っ
た
よ
う
で
す
（
近
い
う
ち
に
良
い
報

告
が
あ
る
か
も
…
）。
今
年
も
「
婚
活
パ

ー
テ
ィ
ー
〜
も
し
か
し
て
パ
ー
ト
２
〜
」

を
開
催
予
定
で
す
の
で
、
参
加
資
格
の
あ

SHIKON №26 1011

事
業
活
動
委
員
会　

委
員
長　

喜
讀　

宣
友（
22
期
）

「
母
校
で
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
」を
終
え
て

昨
年
副
担
当
期
か
ら
今
年
担
当
期
へ

　

〜
集
い
始
め
た
39
期
〜

事
業
活
動
委
員
会

事
業
活
動
委
員
会

39
期
同
窓
会

39
期
同
窓
会

男女合わせて50人が参加した
　　　第１回の婚活パーティー「母校でフォーリンラブ」
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●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

る
方
は
勇
気
を
出
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
藤
崎
宮
秋
季
例
大
祭
で
は
、
私

た
ち
39
期
生
が
副
担
当
期
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
担
当
期
で
参
加
し

た
者
の
ほ
と
ん
ど
が
祭
り
を
は
じ
め
同
窓

会
活
動
に
初
参
加
で
し
た
が
、
諸
先
輩
方

の
温
か
い
対
応
の
お
か
げ
で
、
心
か
ら
楽

し
ん
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
、
紫
紺
会
の
諸
先
輩
方
の
懐
の
深
さ

を
実
感
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
を
改
め
平
成
28
年
1
月
2
日

（
土
）
に
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に
て
、「
39
期

同
窓
会
」
を
開
催
し
、
約
50
名
の
同
期
生

が
集
い
ま
し
た
。
木
下
会
長
を
は
じ
め
、

紫
紺
会
役
員
の
方
や
恩
師
の
皆
様
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
近
況
報
告
や
懐
か
し
い

話
で
大
い
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
こ
こ

代
表
幹
事　

永
廣　
一
晃（
39
期
）

で
集
い
し
39
期
が
、
今
年
の
藤
崎
宮
秋
季

例
大
祭
で
担
当
期
と
な
り
ま
す
。
隊
長
を

務
め
る
嶋
村
祐
輔
君
の
「
母
校
に
恩
返
し

を
！
」
と
い
う
想
い
に
一
致
団
結
し
、
今

年
の
祭
り
を
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 ５

期
代
表
幹
事　

工
藤　

博

工
藤　

健
悟（
14
期
）

広
報
・
情
報
委
員
長　

大
島　

栄
祐（
40
期
）

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、Ｆ
Ｂ
活
用
で
情
報
発
信
強
化

広
報
・
情
報
委
員
会

広
報
・
情
報
委
員
会

　

広
報
・
情
報
委
員
会
か
ら
６
期
会
の
活

動
報
告
の
原
稿
お
願
い
致
し
ま
す
と
依
頼

を
受
け
、
過
去
の
『
紫
紺
』
を
確
認
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
各
期
独
自
の
方
法
で
活

動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
良
く
わ
か
り
ま

す
。

　

６
期
会
も
ほ
ぼ
同
様
の
足
跡
を
歩
ん
で

い
る
様
で
「
藤
崎
宮
大
祭
」
の
参
加
当
番

期
を
契
機
と
し
て
、
当
時
の
お
世
話
人
に

よ
り
推
進
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
事
を

忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。（
昔
の
話
で
す

が
、
日
中
友
好
を
締
結
し
た
故
田
中
角
栄

氏
を
評
し
て
中
国
の
方
が
「
中
国
人
は
井

戸
を
掘
っ
た
人
の
事
は
忘
れ
な
い
！
」
旨

の
報
道
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
ま
し
た
）

紫
紺
会
も
１
期
生
の
大
先
輩
か
ら
同
窓
会

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
も
忘
れ
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。

　

６
期
で
は
、
近
年
先
輩
期
の
活
動
も
参

考
と
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
毎
年
の
６
月
６

日
を
総
会
の
日
と
定
め
、
更
に
懇
親
を
深

め
て
い
る
所
で
す
。
そ
の
為
の
準
備
等
を

７
名
程
度
の
世
話
人
会
と
し
て
必
要
に
応

じ
て
開
催
し
て
協
議
決
定
を
し
て
い
ま

す
。
更
に
６
期
会
会
報
の
発
行
も
含
ま

れ
、
全
体
の
総
会
・
６
期
総
会
・
恩
師
の

話
・
仲
間
の
話
し
等
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
回
６
期
会
の
会
報
が
生
ん
だ
果
実

６
期
会
活
動
と「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
発
表
会
」

６
期
会
活
動
と「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
発
表
会
」

と
し
て
、
同
期
田
中
五
造
君
を
あ
ら
た
め

て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

彼
は
65
才
の
定
年
退
職
か
ら
同
窓
生
と

の
ご
縁
を
求
め
て
来
た
タ
イ
プ
の
卒
業
生

で
、
過
去
の
６
期
会
報
を
コ
ピ
ー
し
て
送

付
。
そ
の
中
の
恩
師
の
記
事
に
当
時
の
ハ

ダ
カ
体
操
の
源
流
が
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
に

あ
り
、
自
か
ら
も
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
留
学

体
験
、
更
に
は
偶
然
に
も
日
本
公
演
計
画

の
存
在
…
そ
の
公
演
を
母
校
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
い
と
決
意
し
て
、
平
成
27
年
２
月

か
ら
学
校
・
同
窓
会
の
窓
口
を
叩
き
…
省

略
…
10
月
22
日
「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
発

表
」
の
実
現
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
木

下
校
長
先
生
・
木
下
紫
紺
会
会
長
に
は

並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
我
が
６
期
生
も
来
年
『
古
希

の
祝
』
の
席
に
ご
案
内
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
今
６
期
生
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
祝
わ

れ
る
前
に
今
年
、
５
期
生
の
祝
い
に
多
く

参
加
し
て
祝
い
ま
し
ょ
う
！
」
が
６
月
ま

で
の
合
言
葉
で
す
。

６
期
生
世
話
人
一
同

　

今
年
還
暦
を
迎
え
る
我
々
14
期
生
は
新

春
大
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
２
０
１
６
年

1
月
30
日
昼
間
、
益
城
町
の
津
森
神
宮

（
宮
司
：
甲
斐
喜
三
男
14
期
生
）
に
て
還

暦
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
合
時
に
焚
き
木
で
暖
を
と
り
、
一
連

の
礼
法
、
更
に
は
宮
司
に
よ
る
津
森
神
宮

の
歴
史
、
天
皇
と
の
関
わ
り
、
日
本
神
道

講
話
で
心
身
が
清
浄
さ
れ
ま
し
た
。
14
期

生
は
恒
例
行
事
と
し
て
年
末
、
同
期
会
を

催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
春
参
拝
も
恒

例
に
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

新
春
大
同
窓
会
の
２
次
会
で
は
「
日
本

新
道
」
を
熱
く
語
り
合
い
、
「
よ
り
良
き

日
本
人
・
誇
り
高
き
日
本
人
と
し
て
の
生

き
方
を
目
指
す
」
と
決
意
を
す
る
、
神
の

御
加
護
を
受
け
た
あ
り
が
た
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

還
暦
14
期
生

　
　
　

神
宮
参
拝

還
暦
14
期
生

　
　
　

神
宮
参
拝

　

５
期
の
代
表
幹
事
に
な
り
、
１
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
私
た
ち
卒
業
生
は
名
簿
に

よ
る
と
、
男
子
の
み
の
２
３
０
人
に
な
り

ま
す
。
在
校
生
当
時
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ

　

広
報
・
情
報
委
員
会
は
現
在
６
人
で
活

動
し
て
お
り
、
毎
年
４
月
初
旬
発
行
の
会

報
「
紫
紺
」
で
同
窓
会
の
幅
広
い
活
動
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
８
月

に
は
紫
紺
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
同
窓
会
の

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
を
し
て
い
る

ほ
か
、
今
年
度
は
紫
紺
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

５
期
同
窓
会

５
期
同
窓
会

53
期
成
人
同
窓
会

53
期
成
人
同
窓
会

の
５
ク
ラ
ス
で
し
た
。
卒
業
後
は
毎
年
同

窓
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
輪
番
で
幹
事
を

担
当
し
、
２
０
１
５
年
は
Ｂ
組
の
中
園
君

と
原
武
君
に
お
世
話
に
な
り
、
熊
本
市
中

央
区
上
通
町
の
「
壱
之
倉
庫
」
を
会
場
に

37
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
幹
事
ク
ラ

ス
が
変
わ
る
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
人
に
会

え
て
嬉
し
い
で
す
ね
。
今
年
は
Ｃ
組
の
増

　

昨
年
か
ら
、
青
年
部
委
員
会
と
広
報
・

情
報
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
を
進

め
て
い
た
「
飲
食
店
マ
ッ
プ
」
が
、
つ
い

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

飲
食
店
関
係
を
経
営
す
る
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ

が
増
え
て
き
た
た
め
、「
卒
業
生
が
経
営
し

て
い
る
飲
食
店
を
１
冊
の
冊
子
に
ま
と
め

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
約
１
年
前
か
ら
発

行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
Ａ
５
版
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
20
ペ
ー

ジ
建
て
で
、
居
酒
屋
や
料
亭
、
ス
ナ
ッ
ク
、

ホ
テ
ル
な
ど
約
50
店
舗
を
エ
リ
ア
別
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

「
大
事
な
お
客
さ
ん
を
接
待
し
な
い
と
い

け
な
い
」
、「
大
人
数
の
飲
み
会
の
幹
事
を

頼
ま
れ
た
」
、「
昼
ご
は
ん
を
ど
こ
で
食
べ

よ
う
」
と
い
う
時
、
せ
っ
か
く
な
ら
同
窓

生
と
し
て
つ
な
が
り
の
あ
る
卒
業
生
の
お

店
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
よ
く
行
っ
て
い
た
お
店
が
先

輩
・
後
輩
の
お
店
だ
っ
た
と
い
う
発
見
も

あ
り
、
次
か
ら
は
母
校
の
話
で
盛
り
上
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
は
、
吉

村
浩
之
紫
紺
会
副
会
長
の
お
声
掛
け
に
よ

り
、
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
「
紫
紺
飲
食

店
巡
り
」
も
開
き
、
交
流
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
の
５
月
15
日
（
日
）

に
は
、
飲
食
店
マ
ッ
プ
発
行
記
念
「
は
し

ご
酒
大
会
」
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

イベント情報の告知などをタイムリーに発信している
紫紺会のフェイスブックページ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
サ
イ
ト
上
で
会

報
誌
が
閲
覧
で
き
る
機
能
や
同
窓
生
同
士

の
交
流
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
今
後
は
会
報
と
Ｉ
Ｔ
を
コ

ラ
ボ
さ
せ
情
報
発
信
を
強
化
し
な
が
ら
、

会
員
の
皆
さ
ま
が
紫
紺
会
の
活
動
に
少
し

で
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か

け
を
形
に
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
君
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
紫

紺
会
関
東
支
部
と
の
合
同
交
流
会
に
は
、

東
京
在
住
の
長
男
（
34
期
）
と
一
緒
に
出

席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
長
男
は
当
日

の
名
刺
交
換
に
よ
る
お
付
き
合
い
も
始

ま
っ
た
よ
う
で
、
木
下
会
長
ほ
か
お
世
話

下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
経
営
の
お
店
が
１
冊
の
冊
子
に

　
　
　
　
　
「
飲
食
店
マ
ッ
プ
」、つ
い
に
完
成
!!

同
窓
生
経
営
の
お
店
が
１
冊
の
冊
子
に

　
　
　
　
　
「
飲
食
店
マ
ッ
プ
」、つ
い
に
完
成
!!
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の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

54期生「二十歳の
同窓会」

のお知らせ
54期生「二十歳の

同窓会」

のお知らせ

日時：平成29年
１月３日（火）

　　　午後１時～

場所：熊本ホテル
キャッスル

　　　地下クリス
タルホール
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当
委
員
会
で
、
一
昨
年
ま
で
11
年
間
続

い
た
「
母
校
を
訪
ね
て
」
に
代
る
事
業
を

模
索
す
る
中
、
誰
と
話
に
出
て
き
た
の

が
、〝
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
〞
で
し
た
。
少

子
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
べ
く
、
行
政
も

積
極
的
に
推
奨
し
て
い
る
事
業
で
す
が
、

同
窓
会
で
や
っ
た
と
こ
ろ
は
無
く
、
ま
さ

に
〝
先
駆
け
〞
と
し
て
「
ダ
メ
も
と
で
や

っ
て
み
よ
う
！
」
と
、
話
が
と
ん
と
ん
拍

子
に
進
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
荒
木
直
美
さ
ん
と
中
村
由
紀

子
ち
ゃ
ん
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
か
な
り
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
同
窓
同
士
と
い
う
こ

と
で
警
戒
心
も
な
く
打
ち
解
け
る
の
が
早

か
っ
た
よ
う
で
す
（
近
い
う
ち
に
良
い
報

告
が
あ
る
か
も
…
）。
今
年
も
「
婚
活
パ

ー
テ
ィ
ー
〜
も
し
か
し
て
パ
ー
ト
２
〜
」

を
開
催
予
定
で
す
の
で
、
参
加
資
格
の
あ

SHIKON №26 1011

事
業
活
動
委
員
会　

委
員
長　

喜
讀　

宣
友（
22
期
）

「
母
校
で
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
」を
終
え
て

昨
年
副
担
当
期
か
ら
今
年
担
当
期
へ

　

〜
集
い
始
め
た
39
期
〜

事
業
活
動
委
員
会

事
業
活
動
委
員
会

39
期
同
窓
会

39
期
同
窓
会

男女合わせて50人が参加した
　　　第１回の婚活パーティー「母校でフォーリンラブ」

9
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●
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●
●
●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

る
方
は
勇
気
を
出
し
て
ご
参
加
い
た
だ
け

る
こ
と
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
藤
崎
宮
秋
季
例
大
祭
で
は
、
私

た
ち
39
期
生
が
副
担
当
期
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
副
担
当
期
で
参
加
し

た
者
の
ほ
と
ん
ど
が
祭
り
を
は
じ
め
同
窓

会
活
動
に
初
参
加
で
し
た
が
、
諸
先
輩
方

の
温
か
い
対
応
の
お
か
げ
で
、
心
か
ら
楽

し
ん
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改

め
て
、
紫
紺
会
の
諸
先
輩
方
の
懐
の
深
さ

を
実
感
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
を
改
め
平
成
28
年
1
月
2
日

（
土
）
に
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
に
て
、「
39
期

同
窓
会
」
を
開
催
し
、
約
50
名
の
同
期
生

が
集
い
ま
し
た
。
木
下
会
長
を
は
じ
め
、

紫
紺
会
役
員
の
方
や
恩
師
の
皆
様
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
近
況
報
告
や
懐
か
し
い

話
で
大
い
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
こ
こ

代
表
幹
事　

永
廣　
一
晃（
39
期
）

で
集
い
し
39
期
が
、
今
年
の
藤
崎
宮
秋
季

例
大
祭
で
担
当
期
と
な
り
ま
す
。
隊
長
を

務
め
る
嶋
村
祐
輔
君
の
「
母
校
に
恩
返
し

を
！
」
と
い
う
想
い
に
一
致
団
結
し
、
今

年
の
祭
り
を
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
、
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 ５

期
代
表
幹
事　

工
藤　

博

工
藤　

健
悟（
14
期
）

広
報
・
情
報
委
員
長　

大
島　

栄
祐（
40
期
）

Ｈ
Ｐ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、Ｆ
Ｂ
活
用
で
情
報
発
信
強
化

広
報
・
情
報
委
員
会

広
報
・
情
報
委
員
会

　

広
報
・
情
報
委
員
会
か
ら
６
期
会
の
活

動
報
告
の
原
稿
お
願
い
致
し
ま
す
と
依
頼

を
受
け
、
過
去
の
『
紫
紺
』
を
確
認
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
各
期
独
自
の
方
法
で
活

動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
良
く
わ
か
り
ま

す
。

　

６
期
会
も
ほ
ぼ
同
様
の
足
跡
を
歩
ん
で

い
る
様
で
「
藤
崎
宮
大
祭
」
の
参
加
当
番

期
を
契
機
と
し
て
、
当
時
の
お
世
話
人
に

よ
り
推
進
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
事
を

忘
れ
る
事
は
出
来
ま
せ
ん
。（
昔
の
話
で
す

が
、
日
中
友
好
を
締
結
し
た
故
田
中
角
栄

氏
を
評
し
て
中
国
の
方
が
「
中
国
人
は
井

戸
を
掘
っ
た
人
の
事
は
忘
れ
な
い
！
」
旨

の
報
道
を
見
た
り
聞
い
た
り
し
ま
し
た
）

紫
紺
会
も
１
期
生
の
大
先
輩
か
ら
同
窓
会

活
動
に
尽
力
さ
れ
た
方
々
も
忘
れ
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。

　

６
期
で
は
、
近
年
先
輩
期
の
活
動
も
参

考
と
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
毎
年
の
６
月
６

日
を
総
会
の
日
と
定
め
、
更
に
懇
親
を
深

め
て
い
る
所
で
す
。
そ
の
為
の
準
備
等
を

７
名
程
度
の
世
話
人
会
と
し
て
必
要
に
応

じ
て
開
催
し
て
協
議
決
定
を
し
て
い
ま

す
。
更
に
６
期
会
会
報
の
発
行
も
含
ま

れ
、
全
体
の
総
会
・
６
期
総
会
・
恩
師
の

話
・
仲
間
の
話
し
等
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
回
６
期
会
の
会
報
が
生
ん
だ
果
実

６
期
会
活
動
と「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
発
表
会
」

６
期
会
活
動
と「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
発
表
会
」

と
し
て
、
同
期
田
中
五
造
君
を
あ
ら
た
め

て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

彼
は
65
才
の
定
年
退
職
か
ら
同
窓
生
と

の
ご
縁
を
求
め
て
来
た
タ
イ
プ
の
卒
業
生

で
、
過
去
の
６
期
会
報
を
コ
ピ
ー
し
て
送

付
。
そ
の
中
の
恩
師
の
記
事
に
当
時
の
ハ

ダ
カ
体
操
の
源
流
が
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
に

あ
り
、
自
か
ら
も
デ
ン
マ
ー
ク
へ
の
留
学

体
験
、
更
に
は
偶
然
に
も
日
本
公
演
計
画

の
存
在
…
そ
の
公
演
を
母
校
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
た
い
と
決
意
し
て
、
平
成
27
年
２
月

か
ら
学
校
・
同
窓
会
の
窓
口
を
叩
き
…
省

略
…
10
月
22
日
「
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
発

表
」
の
実
現
に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
木

下
校
長
先
生
・
木
下
紫
紺
会
会
長
に
は

並
々
な
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
我
が
６
期
生
も
来
年
『
古
希

の
祝
』
の
席
に
ご
案
内
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
今
６
期
生
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
祝
わ

れ
る
前
に
今
年
、
５
期
生
の
祝
い
に
多
く

参
加
し
て
祝
い
ま
し
ょ
う
！
」
が
６
月
ま

で
の
合
言
葉
で
す
。

６
期
生
世
話
人
一
同

　

今
年
還
暦
を
迎
え
る
我
々
14
期
生
は
新

春
大
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
た
２
０
１
６
年

1
月
30
日
昼
間
、
益
城
町
の
津
森
神
宮

（
宮
司
：
甲
斐
喜
三
男
14
期
生
）
に
て
還

暦
参
拝
を
行
い
ま
し
た
。

　

集
合
時
に
焚
き
木
で
暖
を
と
り
、
一
連

の
礼
法
、
更
に
は
宮
司
に
よ
る
津
森
神
宮

の
歴
史
、
天
皇
と
の
関
わ
り
、
日
本
神
道

講
話
で
心
身
が
清
浄
さ
れ
ま
し
た
。
14
期

生
は
恒
例
行
事
と
し
て
年
末
、
同
期
会
を

催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
新
春
参
拝
も
恒

例
に
す
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

新
春
大
同
窓
会
の
２
次
会
で
は
「
日
本

新
道
」
を
熱
く
語
り
合
い
、
「
よ
り
良
き

日
本
人
・
誇
り
高
き
日
本
人
と
し
て
の
生

き
方
を
目
指
す
」
と
決
意
を
す
る
、
神
の

御
加
護
を
受
け
た
あ
り
が
た
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

還
暦
14
期
生

　
　
　

神
宮
参
拝

還
暦
14
期
生

　
　
　

神
宮
参
拝

　

５
期
の
代
表
幹
事
に
な
り
、
１
年
半
が

経
ち
ま
し
た
。
私
た
ち
卒
業
生
は
名
簿
に

よ
る
と
、
男
子
の
み
の
２
３
０
人
に
な
り

ま
す
。
在
校
生
当
時
は
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ

　

広
報
・
情
報
委
員
会
は
現
在
６
人
で
活

動
し
て
お
り
、
毎
年
４
月
初
旬
発
行
の
会

報
「
紫
紺
」
で
同
窓
会
の
幅
広
い
活
動
を

ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
４
年
８
月

に
は
紫
紺
会
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

を
立
ち
上
げ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
同
窓
会
の

事
業
や
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
を
し
て
い
る

ほ
か
、
今
年
度
は
紫
紺
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

５
期
同
窓
会

５
期
同
窓
会

53
期
成
人
同
窓
会

53
期
成
人
同
窓
会

の
５
ク
ラ
ス
で
し
た
。
卒
業
後
は
毎
年
同

窓
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
輪
番
で
幹
事
を

担
当
し
、
２
０
１
５
年
は
Ｂ
組
の
中
園
君

と
原
武
君
に
お
世
話
に
な
り
、
熊
本
市
中

央
区
上
通
町
の
「
壱
之
倉
庫
」
を
会
場
に

37
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
幹
事
ク
ラ

ス
が
変
わ
る
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
人
に
会

え
て
嬉
し
い
で
す
ね
。
今
年
は
Ｃ
組
の
増

　

昨
年
か
ら
、
青
年
部
委
員
会
と
広
報
・

情
報
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
制
作
を
進

め
て
い
た
「
飲
食
店
マ
ッ
プ
」
が
、
つ
い

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

飲
食
店
関
係
を
経
営
す
る
Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ

が
増
え
て
き
た
た
め
、「
卒
業
生
が
経
営
し

て
い
る
飲
食
店
を
１
冊
の
冊
子
に
ま
と
め

よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
約
１
年
前
か
ら
発

行
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

マ
ッ
プ
は
Ａ
５
版
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
20
ペ
ー

ジ
建
て
で
、
居
酒
屋
や
料
亭
、
ス
ナ
ッ
ク
、

ホ
テ
ル
な
ど
約
50
店
舗
を
エ
リ
ア
別
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

「
大
事
な
お
客
さ
ん
を
接
待
し
な
い
と
い

け
な
い
」
、「
大
人
数
の
飲
み
会
の
幹
事
を

頼
ま
れ
た
」
、「
昼
ご
は
ん
を
ど
こ
で
食
べ

よ
う
」
と
い
う
時
、
せ
っ
か
く
な
ら
同
窓

生
と
し
て
つ
な
が
り
の
あ
る
卒
業
生
の
お

店
に
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
、
よ
く
行
っ
て
い
た
お
店
が
先

輩
・
後
輩
の
お
店
だ
っ
た
と
い
う
発
見
も

あ
り
、
次
か
ら
は
母
校
の
話
で
盛
り
上
が

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
は
、
吉

村
浩
之
紫
紺
会
副
会
長
の
お
声
掛
け
に
よ

り
、
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
「
紫
紺
飲
食

店
巡
り
」
も
開
き
、
交
流
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
年
の
５
月
15
日
（
日
）

に
は
、
飲
食
店
マ
ッ
プ
発
行
記
念
「
は
し

ご
酒
大
会
」
も
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は

マ
ッ
プ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く

の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

イベント情報の告知などをタイムリーに発信している
紫紺会のフェイスブックページ

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
サ
イ
ト
上
で
会

報
誌
が
閲
覧
で
き
る
機
能
や
同
窓
生
同
士

の
交
流
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
今
後
は
会
報
と
Ｉ
Ｔ
を
コ

ラ
ボ
さ
せ
情
報
発
信
を
強
化
し
な
が
ら
、

会
員
の
皆
さ
ま
が
紫
紺
会
の
活
動
に
少
し

で
も
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か

け
を
形
に
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
君
で
す
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
紫

紺
会
関
東
支
部
と
の
合
同
交
流
会
に
は
、

東
京
在
住
の
長
男
（
34
期
）
と
一
緒
に
出

席
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
長
男
は
当
日

の
名
刺
交
換
に
よ
る
お
付
き
合
い
も
始

ま
っ
た
よ
う
で
、
木
下
会
長
ほ
か
お
世
話

下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
経
営
の
お
店
が
１
冊
の
冊
子
に

　
　
　
　
　
「
飲
食
店
マ
ッ
プ
」、つ
い
に
完
成
!!

同
窓
生
経
営
の
お
店
が
１
冊
の
冊
子
に

　
　
　
　
　
「
飲
食
店
マ
ッ
プ
」、つ
い
に
完
成
!!

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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●
●

の
卒
業
生
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

54期生「二十歳の
同窓会」

のお知らせ
54期生「二十歳の

同窓会」

のお知らせ

日時：平成29年
１月３日（火）

　　　午後１時～

場所：熊本ホテル
キャッスル

　　　地下クリス
タルホール
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写真で振り返る紫紺会の一年（平成27年１月～ 12 月） 最新ニュースは紫紺会のホームページやフェイスブックでご覧いただけます。

270人が出席した平成27年度新春大

同窓会。第12代の木下顕会長が誕生

した（１月31日、熊本ホテルキャッ

スル）

会報25号を発行。紫紺会入会式では

54期生にいち早く会報を贈呈した

（３月２日、熊本学園大学付属高校

体育館）

女性部主催のフラワーアレンジセミ

ナー（４月18日、イタリア料理 

Sazae）。女性部では同年他にも陶

芸教室や飾り巻き寿司セミナーも開

いた

同窓生や先生方をはじめ300人以上

が出席した「旧校舎お別れ会・新校

舎お披露目会」（４月12日、熊本学

園大学付属高校）

健康増進を目的に紫紺会有志で発足

した交流クラブ「紫紺アスリートク

ラブ」の発足式。11月29日には初

の走行会を開き、８人のアスリート

で15kmを走った（６月10日、酒と

めし RIKI）

高校新校舎の会議室で初めて開いた

役員会（６月14日、熊本学園大学付

属高校会議室）

毎年恒例となった古希・還暦の同窓

生を祝う「年祝いの会」（６月17

日、ＡＮＡクラウンプラザホテル熊

本ニュースカイ）

在京の学生や社会人を交えて初開催

した紫紺会関東支部との交流会（６

月27日、東京都のホテル・スクワー

ル麹町）

新校舎建設支援金の贈呈式。木下顕

会長（左）が木下隆雄校長に支援金

460万円を手渡した（８月７日、熊

本学園大学付属高校校長室）

毎年恒例となっている紫紺会青年部

の懇親会（８月１２日、家酒食場は

たけ山）

奉納順番６番となった飾馬奉納。出

先教明飾馬奉納実行委員長（左から

２人目）率いる紫紺会メンバーで大

いに盛り上がった（９月20日、藤崎

八旛宮秋季例大祭の本祭）

14期まで続いた裸体操の原点といわ

れている「デンマーク体操」の熊本

公演（10月22日、熊本学園大学付

属高校体育館）

同窓会活動と婚活イベントのコラボ

企画として初めて開いた「紫婚活～

母校でフォーリンラブ～」。男女合

計50人が参加した（11月３日、Ａ

ＮＡクラウンプラザホテル熊本

ニュースカイ）

こちらも初開催となった「100％代

表幹事会」。１期から54期生まです

べての期の顔がそろい、紫紺会にお

ける“歴史的な一日”となった（11

月12日、くまもと県民交流館パレ

ア）

紫紺会初のプロゴルファー誕生と

なった東葵さん（48期）の激励会

（11月17日、ホテル日航熊本）

「紫紺アスリートクラブ」の裏で密

かに！？結成されていた「ダイエッ

ト紫紺会」。その第１回となった松

本悦子先生による「悦ちゃんの体操

教室」（11月28日、熊本学園大学付

属高校体育館）

熊本から木下会長をはじめ役員らで

参加した紫紺会関西支部との交流会

（12月18日、大阪市の美々卯）

１年を締めくくる紫紺会役員＆代表

幹事会の忘年会（12月17日、山本

屋食堂）
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舎お披露目会」（４月12日、熊本学
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健康増進を目的に紫紺会有志で発足
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で15kmを走った（６月10日、酒と
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高校新校舎の会議室で初めて開いた

役員会（６月14日、熊本学園大学付

属高校会議室）

毎年恒例となった古希・還暦の同窓

生を祝う「年祝いの会」（６月17

日、ＡＮＡクラウンプラザホテル熊

本ニュースカイ）

在京の学生や社会人を交えて初開催

した紫紺会関東支部との交流会（６

月27日、東京都のホテル・スクワー

ル麹町）

新校舎建設支援金の贈呈式。木下顕

会長（左）が木下隆雄校長に支援金

460万円を手渡した（８月７日、熊

本学園大学付属高校校長室）

毎年恒例となっている紫紺会青年部

の懇親会（８月１２日、家酒食場は

たけ山）

奉納順番６番となった飾馬奉納。出

先教明飾馬奉納実行委員長（左から

２人目）率いる紫紺会メンバーで大

いに盛り上がった（９月20日、藤崎

八旛宮秋季例大祭の本祭）

14期まで続いた裸体操の原点といわ

れている「デンマーク体操」の熊本
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こちらも初開催となった「100％代

表幹事会」。１期から54期生まです
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ける“歴史的な一日”となった（11

月12日、くまもと県民交流館パレ

ア）

紫紺会初のプロゴルファー誕生と

なった東葵さん（48期）の激励会

（11月17日、ホテル日航熊本）

「紫紺アスリートクラブ」の裏で密

かに！？結成されていた「ダイエッ

ト紫紺会」。その第１回となった松

本悦子先生による「悦ちゃんの体操

教室」（11月28日、熊本学園大学付
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私
は
、
昭
和
43
年
に
付
属
高
校
を
卒
業
後
、
旧
・
熊
本
商
科
大
学
商
学
部

か
ら
関
西
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
心
理
学
専
修
の
修
士
・
博
士
後

期
課
程
を
満
期
退
学
し
ま
し
た
。
大
阪
教
育
大
学
指
導
校
の
旧
・
大
阪
保
育

学
院
に
勤
務
し
た
後
、
大
阪
総
合
保
育
大
学
の
開
設
か
ら
携
わ
っ
て
10
年
と

な
り
ま
し
た
。
非
常
勤
6
年
、
専
門
学
校
24
年
、
大
学
10
年
の
教
師
生
活
を

過
ご
し
、
純
粋
培
養
型
の
研
究
・
教
育
者
で
は
な
く
て
、
色
々
な
分
野
に
携

わ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
と
同
様
に
、
さ
さ
や
か
な
波
瀾
万
丈
を
過
ご

し
て
き
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

本
学
は
、
全
国
で
初
め
て
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
教
諭
の
３
資
格

が
取
れ
る
大
学
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、
全
国
の
模
範
と
な
り
ま
し

た
。
開
学
当
初
か
ら
、
学
生
諸
君
に
教
職
員
自
ら
率
先
し
て
、
挨
拶
の
励
行

と
小
生
自
身
は
「
で
す
・
ま
す
調
」
で
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
今
や
こ
の

生
活
態
度
は
、
全
学
生
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
上
梓
し
ま
し
た
拙
書

「
人
間
関
係
を
育
て
る
５
つ
の
心
・
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
」
で
提
唱
し
た
「
自

立
心
・
自
制
心
・
共
感
心
・
協
同
心
・
愛
他
心
」
を
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

理
解
し
て
実
践
し
て
頂
く
こ
と
で
、
拝
金
主
義
と
損
得
勘
定
と
利
己
主
義
が

横
行
す
る
時
代
の
今
日
、
少
し
で
も
住
み
や
す
い
社
会
や
人
間
関
係
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

紫紺ズームアップ紫紺ズームアップ
～各業界で活躍する同窓生たち！～

　

昨
年
、
私
は
飾
馬
紫
紺
会
に
て

〝
第
38
代
隊
長
〞
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
隊
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
は
、
本
祭

か
ら
約
3
カ
月
前
の
事
で
し
た
。

本
祭
ま
で
時
間
が
な
い
中
、
当
初

は
手
伝
っ
て
く
れ
る
同
級
生
集
め

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
気
づ
け
ば

総
勢
80
名
近
い
同
級
生
が
い
ろ
ん

な
形
で
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
に
は
話
を
し
た
こ
と

も
な
か
っ
た
同
級
生
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
受
付
や
寄
付
集
め
を

◆平成27年度奉納寄付一覧◆（敬称略　順不同）
下通繁栄会、ア・スタジオ、燈、オッジ・ミラノ　松野龍也、熊本内科病院、㈲ザ・ベイクド・ポテト、鳥亭、㈲ピーカンパニー　プラチナ・バサラ、ティア
モ、15期　島村昌宏、熊本駅構内タクシー　７期　稲葉伸一郎、熊本トヨペット㈱　７期　齊藤直信、武末建設　７期　武末博司、東亜シルク㈱　４期　長野
和男、ビクトリア、㈾吉田整骨院製薬所、㈱宮食　ホテルオークス、㈱熊本ホテルキャッスル、㈱前田産業　６期　木村洋一郎、紙弘　深浦社長、グリーンシー
スプーン　花田、ハイトップコーポレーション　田中、㈲アクティブ21、柴田青果、オーシャンズ７、どないや、インプレス、ラトゥール、高本、山室昭憲・
絢、㈲つむぎ屋　８期　前園潮、㈱鳥井、木谷建装、新茶家、㈱静岡塗装組、西山塗装　西山公英、大日本塗料㈱、九州エネルギー協同管理、古賀、ヒガキ、ヒ
バリ、㈱日の丸産業、杉島土地家屋調査士事務所、永田ツアーデスク、アロマーニ、築、明和グループ　11期　川口雄一郎、入江タクシー　10期　入江栄俊、
㈲相生プランニング　豊原新吾、RACコーポレーション　山代眞貴、クレプ、㈱newBAUデザイン、39期　佐藤千尋、木原みのる、藤本税理士事務所、11期　
伊瀬知裕、自家焙煎珈琲　しゃらん　船元香、11期　緒方公博、ビストロ華麗亭　10期　宇都宮力、山本屋、徳永酒店　15期　徳永龍磨、㈲パワーズ　酒とめ
し　RIKI、15期　家入浩一、15期　富田伸、ホテルニューオータニ熊本　17期　家入孝夫、17期　岩尾隆一・久富康仙・前田浩一・高見・前田・江上泰弘・
松江・岡村・内田、㈱T’ｓプロダクツ　17期　田野辺隆史、17期　前崎元克、菊陽自動車学校　17期　野上武、スナック　ひろ美、16期　山本孝二、焼鳥呑
みてい 25期　木村圭治、倉しげとおる、馬原、嶋村、タナベユミコ、企画屋　16期　上村元三、魚幸　18期　都甲憲治、熊本大同青果㈱　18期　月田潔孝、
㈱夢工場　16期　徳永雅三、18期　奥名克美、大和田自動車、キャサリン‘s BAR　19期　藤本清美、山本たばこ店、（故）船津由勝（内）、紫紺経済同友会、
15期　長野英子、19期　上坂尚子、10期　原亨、15期　前田記代子、㈱コクユー　酒造恵之助、14期　吉川厚重、トラットリア　フェデリコ　ヌォーヴォ、
エレガンス生田、不動モータース、㈱馬場石油、㈱活誠、ウェルディングガス㈱熊本営業所、ネッツトヨタ熊本　27期　井上雄一朗、アレスト　江頭由佳、
シャリマー、寿司・懐石　火の国、GRILL de GYAN、こめ＆葡萄　22期　八ッ波美和子、ピンクウォーター　猿渡由紀、ピンクウォーター　猿渡幸子、㈱トダ
クリーン機材　戸田淳仁、双葉タクシー　３期　石崎公士、松屋本館　25期　西上佳孝、㈱木村　16期　木村光男、㈱村田自動車　３期　村田誠一、22期　緒
方孝則、旭タクシー㈱　25期　赤池憲悟、㈲アルム、九機工業㈱　６期　梨子木和秀、ドライマティーニ、ひかりタクシーグループ　22期　寺本光秀、ミスJJ
　岡村彰子、山口保険リアルフォーユー、㈱グッドスタッフ　日野源男、三陽書店、佳山、炭火焼　三笠　16期　田崎伸也、熊本カネヨシ、23期　渕上、㈱こ
ざき　13期　古崎正敏、27期　鈴木浩二、熊本建物㈱、㈱坂本食糧、熊本旅行㈱、㈱大宏設計事務所　福島正継、九州中央リハビリテーション学院、㈱魚萬生
駒　志垣昌一郎、上林工業㈱　４期　上林節郎、㈱愛住宅　29期　前田年哉、㈱ニコニコ不動産　34期　山田高文、㈲みた商事　22期　中林文重、32期　堤
泰之、40期　榎崇文、46期　橋本順司、b-max、30期　平田、㈶杏仁会　青明病院、江南病院、介護老人保健施設　フォレスト熊本、６期　中島和夫、13期
　吉本裕名、クリーニングのフレンド　27期　内田貴夫、熊本全日空ホテルニュースカイ紫紺会　24期古閑、JAうき　30期　友枝、スナックいぶき、志文会、
NPO法人くまもと福祉フードタウン　29期　岡田聡二郎、LOVE　GLOSS、30期　藤吉健二、㈱タウン開発　30期　前田尚毅、Sage　30期　佐々木正和、社
会福祉法人　博心会　30期　渡邉太朗、ポーラ化粧品熊本中営業所　２期　西村隆一郎、ムラユキ電器　30期　村上隆史、㈱エス・エス・齋藤、㈱すがコーポ
レーション　菅　聖、ワタナベ歯科医院　32期　渡邉悟朗、社会福祉法人　環友會、テイク５、司法書士　右田敏彦、㈱マリーゴールド　31期　齊藤潤一、資
産総合鑑定株式会社　12期　西川毅彦、QUATTRO　有馬拓郎、31期　池本哲二、31期　安武光輝、ニュー天花　井上、花らん香ろん、㈱南栄開発　17期　
斉藤　忠、黒木鑑定事務所、Ｊian　綾部健司、久保孝人、㈱ハイコム　甲斐達也（au熊本下通店）、㈱ゼネラリスト　おしょうしな、㈲プレイン　おはこ　平
野正樹、銀杏釜めし　５期　藤田等、スナック　ことのは、メンバーズ　ウィンズ、ありさ、ダイキンHVACソリューション九州㈱、㈱キューテック　牧野雄一
郎、エース産業、プレリュード、LayLa　福田もと子、Links、Ai Miss you、ビビッド、メンバーズ英（はな）、菜の花、19期　大倉都美、21期　土屋鈴代、
19期　城戸眞紀、33期　奥村、㈲エイ・アンド・ケイ企画、㈱クリエイティブ・シコン、天野屋書店、原田写真場、㈲堤酒店、熊大附属幼稚園、コパイン、赤
煉瓦、ラ・ベレッツァ　19期　上野真裕、㈲アクティブエレクト、ちゃおず、35期　佐土原　護、㈱木村建設、㈱重建、36期　佐藤、㈱高見商店、㈲サンアイ
商事、赤塚税理士事務所、SPORTS　BAR　ゴング、㈱コスギ不動産　小杉康之、㈱桜蔵　孫三郎　駕町通店、Feliz hair and clothing、38期　一同、宮本輪
業、阿蘇フェス、JA熊本市　15期　石浦雄治、知友會　村上雄一、37期　福岡亮介、浅草屋、間林染工場、こだいこラーメン　三駒ビル　
090-3073-9106、社会福祉法人　熊本菊寿会　さわらび、慈愛園　子供ホーム、慈愛園　老人ホーム、介護老人施設　湧心苑、熊本学園大付属高校、熊本学
園大付属高校同窓会　紫紺会、丁子屋、自治会（付属中横マンション）

名称の誤りの場合はご了承ください

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
一

緒
に
行
う
中
で
、
本
祭
ま
で
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か

絆
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

る
で
大
人
の
文
化
祭
を
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
初
め
て
お
会
い
す
る
諸
先
輩

方
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
手
と
り

足
と
り
優
し
く
ご
指
導
い
た
だ

き
、
紫
紺
会
の
温
か
さ
を
身
に
し

み
て
感
じ
る
日
々
で
し
た
。

　

そ
ん
な
日
々
に
支
え
ら
れ
て
迎

え
た
夕
隋
兵
。
最
後
に
藤
崎
八
旛

宮
の
参
道
を
歩
く
時
に
は
、
馬
番

担
当
期
に
託
す
、紫
紺
会
の
伝
統

担
当
期
に
託
す
、紫
紺
会
の
伝
統

紫
紺
会
第
38
代
隊
長　

宮
本　

祐
樹

紫
紺
会
第
38
代
隊
長　

宮
本　

祐
樹

抽
選
か
ら
始
ま
り
、
慰
問
、
飾
り

卸
、
御
旅
所
の
準
備
、
寄
付
集
め

な
ど
の
今
ま
で
の
苦
労
や
、
終

わ
っ
て
い
く
寂
し
さ
、
ひ
と
つ
の

こ
と
を
担
当
期
で
や
り
遂
げ
た
達

成
感
な
ど
の
感
情
が
入
り
交
じ

り
、
み
ん
な
自
然
と
涙
が
こ
み
上

げ
て
く
る
ほ
ど
で
し
た
。
こ
ん
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
紫
紺

会
に
担
当
期
一
同
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
紫

紺
会
の
伝
統
を
今
年
も
後
輩
た
ち

が
昨
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て
繋
げ

て
い
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

〝
大
人
の
文
化
祭
〞
を
同
級
生
の

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
一
生
の
思
い

出
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

（文責：飾馬奉納委員会）

「
私
の
略
歴
と
人
間
関
係
へ
の
想
い
」

大
阪
総
合
保
育
大
学
教
授

　
　

坂
口　

哲
司
（
７
期
）

　

私
は
坂
田
塾
に
入
塾
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
10
歳
で
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
校
受
験
を
機
に
ゴ
ル
フ
を
一
旦
辞
め
、
高
校
時
代
も
ゴ
ル
フ
を
離
れ
吹
奏

楽
部
に
所
属
。
大
学
進
学
後
は
、
時
間
に
余
裕
が
出
始
め
た
１
年
生
の
10
月
、
練
習

場
に
行
っ
た
の
を
機
に
ゴ
ル
フ
を
再
開
し
、
昨
年
７
月
末
に
３
度
目
の
挑
戦
で
、
一

般
社
団
法
人
日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
の
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
高
校
や
同
窓
会
の
関
係
者
の
方
々
に
激

励
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高

校
卒
業
以
来
の
同
級
生
と
も
再
会
し
、
私
に
と
っ
て
は
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
約
３
年
半
前
か
ら
練
習
を
行
っ
て
い
る
熊
本
空
港
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
菊
陽
町
）
を
活
動
拠
点
に
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
下
部
ツ
ア
ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
が
主
戦
場
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
そ
こ
で
１
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
、
そ
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ツ
ア

ー
へ
の
道
を
つ
な
げ
た
い
で
す
。
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
姿
を
、
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
皆
さ
ん
に
見
せ
た
い
で
す
ね
。

「
ま
ず
は

　
　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
で
１
勝
を
」

日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
87
期
生

　
　
　
　
　
　

東　
　

葵
（
48
期
）

zoom
up
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私
は
、
昭
和
43
年
に
付
属
高
校
を
卒
業
後
、
旧
・
熊
本
商
科
大
学
商
学
部

か
ら
関
西
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科
社
会
心
理
学
専
修
の
修
士
・
博
士
後

期
課
程
を
満
期
退
学
し
ま
し
た
。
大
阪
教
育
大
学
指
導
校
の
旧
・
大
阪
保
育

学
院
に
勤
務
し
た
後
、
大
阪
総
合
保
育
大
学
の
開
設
か
ら
携
わ
っ
て
10
年
と

な
り
ま
し
た
。
非
常
勤
6
年
、
専
門
学
校
24
年
、
大
学
10
年
の
教
師
生
活
を

過
ご
し
、
純
粋
培
養
型
の
研
究
・
教
育
者
で
は
な
く
て
、
色
々
な
分
野
に
携

わ
り
ま
し
た
。
同
窓
会
の
皆
様
と
同
様
に
、
さ
さ
や
か
な
波
瀾
万
丈
を
過
ご

し
て
き
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

本
学
は
、
全
国
で
初
め
て
の
幼
稚
園
・
保
育
所
・
小
学
校
教
諭
の
３
資
格

が
取
れ
る
大
学
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
の
で
、
全
国
の
模
範
と
な
り
ま
し

た
。
開
学
当
初
か
ら
、
学
生
諸
君
に
教
職
員
自
ら
率
先
し
て
、
挨
拶
の
励
行

と
小
生
自
身
は
「
で
す
・
ま
す
調
」
で
話
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
今
や
こ
の

生
活
態
度
は
、
全
学
生
に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
上
梓
し
ま
し
た
拙
書

「
人
間
関
係
を
育
て
る
５
つ
の
心
・
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
」
で
提
唱
し
た
「
自

立
心
・
自
制
心
・
共
感
心
・
協
同
心
・
愛
他
心
」
を
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

理
解
し
て
実
践
し
て
頂
く
こ
と
で
、
拝
金
主
義
と
損
得
勘
定
と
利
己
主
義
が

横
行
す
る
時
代
の
今
日
、
少
し
で
も
住
み
や
す
い
社
会
や
人
間
関
係
が
で
き

れ
ば
と
願
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

紫紺ズームアップ紫紺ズームアップ
～各業界で活躍する同窓生たち！～

　

昨
年
、
私
は
飾
馬
紫
紺
会
に
て

〝
第
38
代
隊
長
〞
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
隊
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
決
ま
っ
た
の
は
、
本
祭

か
ら
約
3
カ
月
前
の
事
で
し
た
。

本
祭
ま
で
時
間
が
な
い
中
、
当
初

は
手
伝
っ
て
く
れ
る
同
級
生
集
め

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
気
づ
け
ば

総
勢
80
名
近
い
同
級
生
が
い
ろ
ん

な
形
で
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
校
時
代
に
は
話
を
し
た
こ
と

も
な
か
っ
た
同
級
生
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
受
付
や
寄
付
集
め
を

◆平成27年度奉納寄付一覧◆（敬称略　順不同）
下通繁栄会、ア・スタジオ、燈、オッジ・ミラノ　松野龍也、熊本内科病院、㈲ザ・ベイクド・ポテト、鳥亭、㈲ピーカンパニー　プラチナ・バサラ、ティア
モ、15期　島村昌宏、熊本駅構内タクシー　７期　稲葉伸一郎、熊本トヨペット㈱　７期　齊藤直信、武末建設　７期　武末博司、東亜シルク㈱　４期　長野
和男、ビクトリア、㈾吉田整骨院製薬所、㈱宮食　ホテルオークス、㈱熊本ホテルキャッスル、㈱前田産業　６期　木村洋一郎、紙弘　深浦社長、グリーンシー
スプーン　花田、ハイトップコーポレーション　田中、㈲アクティブ21、柴田青果、オーシャンズ７、どないや、インプレス、ラトゥール、高本、山室昭憲・
絢、㈲つむぎ屋　８期　前園潮、㈱鳥井、木谷建装、新茶家、㈱静岡塗装組、西山塗装　西山公英、大日本塗料㈱、九州エネルギー協同管理、古賀、ヒガキ、ヒ
バリ、㈱日の丸産業、杉島土地家屋調査士事務所、永田ツアーデスク、アロマーニ、築、明和グループ　11期　川口雄一郎、入江タクシー　10期　入江栄俊、
㈲相生プランニング　豊原新吾、RACコーポレーション　山代眞貴、クレプ、㈱newBAUデザイン、39期　佐藤千尋、木原みのる、藤本税理士事務所、11期　
伊瀬知裕、自家焙煎珈琲　しゃらん　船元香、11期　緒方公博、ビストロ華麗亭　10期　宇都宮力、山本屋、徳永酒店　15期　徳永龍磨、㈲パワーズ　酒とめ
し　RIKI、15期　家入浩一、15期　富田伸、ホテルニューオータニ熊本　17期　家入孝夫、17期　岩尾隆一・久富康仙・前田浩一・高見・前田・江上泰弘・
松江・岡村・内田、㈱T’ｓプロダクツ　17期　田野辺隆史、17期　前崎元克、菊陽自動車学校　17期　野上武、スナック　ひろ美、16期　山本孝二、焼鳥呑
みてい 25期　木村圭治、倉しげとおる、馬原、嶋村、タナベユミコ、企画屋　16期　上村元三、魚幸　18期　都甲憲治、熊本大同青果㈱　18期　月田潔孝、
㈱夢工場　16期　徳永雅三、18期　奥名克美、大和田自動車、キャサリン‘s BAR　19期　藤本清美、山本たばこ店、（故）船津由勝（内）、紫紺経済同友会、
15期　長野英子、19期　上坂尚子、10期　原亨、15期　前田記代子、㈱コクユー　酒造恵之助、14期　吉川厚重、トラットリア　フェデリコ　ヌォーヴォ、
エレガンス生田、不動モータース、㈱馬場石油、㈱活誠、ウェルディングガス㈱熊本営業所、ネッツトヨタ熊本　27期　井上雄一朗、アレスト　江頭由佳、
シャリマー、寿司・懐石　火の国、GRILL de GYAN、こめ＆葡萄　22期　八ッ波美和子、ピンクウォーター　猿渡由紀、ピンクウォーター　猿渡幸子、㈱トダ
クリーン機材　戸田淳仁、双葉タクシー　３期　石崎公士、松屋本館　25期　西上佳孝、㈱木村　16期　木村光男、㈱村田自動車　３期　村田誠一、22期　緒
方孝則、旭タクシー㈱　25期　赤池憲悟、㈲アルム、九機工業㈱　６期　梨子木和秀、ドライマティーニ、ひかりタクシーグループ　22期　寺本光秀、ミスJJ
　岡村彰子、山口保険リアルフォーユー、㈱グッドスタッフ　日野源男、三陽書店、佳山、炭火焼　三笠　16期　田崎伸也、熊本カネヨシ、23期　渕上、㈱こ
ざき　13期　古崎正敏、27期　鈴木浩二、熊本建物㈱、㈱坂本食糧、熊本旅行㈱、㈱大宏設計事務所　福島正継、九州中央リハビリテーション学院、㈱魚萬生
駒　志垣昌一郎、上林工業㈱　４期　上林節郎、㈱愛住宅　29期　前田年哉、㈱ニコニコ不動産　34期　山田高文、㈲みた商事　22期　中林文重、32期　堤
泰之、40期　榎崇文、46期　橋本順司、b-max、30期　平田、㈶杏仁会　青明病院、江南病院、介護老人保健施設　フォレスト熊本、６期　中島和夫、13期
　吉本裕名、クリーニングのフレンド　27期　内田貴夫、熊本全日空ホテルニュースカイ紫紺会　24期古閑、JAうき　30期　友枝、スナックいぶき、志文会、
NPO法人くまもと福祉フードタウン　29期　岡田聡二郎、LOVE　GLOSS、30期　藤吉健二、㈱タウン開発　30期　前田尚毅、Sage　30期　佐々木正和、社
会福祉法人　博心会　30期　渡邉太朗、ポーラ化粧品熊本中営業所　２期　西村隆一郎、ムラユキ電器　30期　村上隆史、㈱エス・エス・齋藤、㈱すがコーポ
レーション　菅　聖、ワタナベ歯科医院　32期　渡邉悟朗、社会福祉法人　環友會、テイク５、司法書士　右田敏彦、㈱マリーゴールド　31期　齊藤潤一、資
産総合鑑定株式会社　12期　西川毅彦、QUATTRO　有馬拓郎、31期　池本哲二、31期　安武光輝、ニュー天花　井上、花らん香ろん、㈱南栄開発　17期　
斉藤　忠、黒木鑑定事務所、Ｊian　綾部健司、久保孝人、㈱ハイコム　甲斐達也（au熊本下通店）、㈱ゼネラリスト　おしょうしな、㈲プレイン　おはこ　平
野正樹、銀杏釜めし　５期　藤田等、スナック　ことのは、メンバーズ　ウィンズ、ありさ、ダイキンHVACソリューション九州㈱、㈱キューテック　牧野雄一
郎、エース産業、プレリュード、LayLa　福田もと子、Links、Ai Miss you、ビビッド、メンバーズ英（はな）、菜の花、19期　大倉都美、21期　土屋鈴代、
19期　城戸眞紀、33期　奥村、㈲エイ・アンド・ケイ企画、㈱クリエイティブ・シコン、天野屋書店、原田写真場、㈲堤酒店、熊大附属幼稚園、コパイン、赤
煉瓦、ラ・ベレッツァ　19期　上野真裕、㈲アクティブエレクト、ちゃおず、35期　佐土原　護、㈱木村建設、㈱重建、36期　佐藤、㈱高見商店、㈲サンアイ
商事、赤塚税理士事務所、SPORTS　BAR　ゴング、㈱コスギ不動産　小杉康之、㈱桜蔵　孫三郎　駕町通店、Feliz hair and clothing、38期　一同、宮本輪
業、阿蘇フェス、JA熊本市　15期　石浦雄治、知友會　村上雄一、37期　福岡亮介、浅草屋、間林染工場、こだいこラーメン　三駒ビル　
090-3073-9106、社会福祉法人　熊本菊寿会　さわらび、慈愛園　子供ホーム、慈愛園　老人ホーム、介護老人施設　湧心苑、熊本学園大付属高校、熊本学
園大付属高校同窓会　紫紺会、丁子屋、自治会（付属中横マンション）

名称の誤りの場合はご了承ください

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
一

緒
に
行
う
中
で
、
本
祭
ま
で
ほ
ぼ

毎
日
の
よ
う
に
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か

絆
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま

る
で
大
人
の
文
化
祭
を
し
て
い
る

よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
初
め
て
お
会
い
す
る
諸
先
輩

方
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
手
と
り

足
と
り
優
し
く
ご
指
導
い
た
だ

き
、
紫
紺
会
の
温
か
さ
を
身
に
し

み
て
感
じ
る
日
々
で
し
た
。

　

そ
ん
な
日
々
に
支
え
ら
れ
て
迎

え
た
夕
隋
兵
。
最
後
に
藤
崎
八
旛

宮
の
参
道
を
歩
く
時
に
は
、
馬
番

担
当
期
に
託
す
、紫
紺
会
の
伝
統

担
当
期
に
託
す
、紫
紺
会
の
伝
統

紫
紺
会
第
38
代
隊
長　

宮
本　

祐
樹

紫
紺
会
第
38
代
隊
長　

宮
本　

祐
樹

抽
選
か
ら
始
ま
り
、
慰
問
、
飾
り

卸
、
御
旅
所
の
準
備
、
寄
付
集
め

な
ど
の
今
ま
で
の
苦
労
や
、
終

わ
っ
て
い
く
寂
し
さ
、
ひ
と
つ
の

こ
と
を
担
当
期
で
や
り
遂
げ
た
達

成
感
な
ど
の
感
情
が
入
り
交
じ

り
、
み
ん
な
自
然
と
涙
が
こ
み
上

げ
て
く
る
ほ
ど
で
し
た
。
こ
ん
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
紫
紺

会
に
担
当
期
一
同
、
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
紫

紺
会
の
伝
統
を
今
年
も
後
輩
た
ち

が
昨
年
以
上
に
盛
り
上
げ
て
繋
げ

て
い
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

〝
大
人
の
文
化
祭
〞
を
同
級
生
の

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
一
生
の
思
い

出
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

（文責：飾馬奉納委員会）

「
私
の
略
歴
と
人
間
関
係
へ
の
想
い
」

大
阪
総
合
保
育
大
学
教
授

　
　

坂
口　

哲
司
（
７
期
）

　

私
は
坂
田
塾
に
入
塾
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
10
歳
で
ゴ
ル
フ
を
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
高
校
受
験
を
機
に
ゴ
ル
フ
を
一
旦
辞
め
、
高
校
時
代
も
ゴ
ル
フ
を
離
れ
吹
奏

楽
部
に
所
属
。
大
学
進
学
後
は
、
時
間
に
余
裕
が
出
始
め
た
１
年
生
の
10
月
、
練
習

場
に
行
っ
た
の
を
機
に
ゴ
ル
フ
を
再
開
し
、
昨
年
７
月
末
に
３
度
目
の
挑
戦
で
、
一

般
社
団
法
人
日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
の
プ
ロ
テ
ス
ト
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル
で
高
校
や
同
窓
会
の
関
係
者
の
方
々
に
激

励
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高

校
卒
業
以
来
の
同
級
生
と
も
再
会
し
、
私
に
と
っ
て
は
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
約
３
年
半
前
か
ら
練
習
を
行
っ
て
い
る
熊
本
空
港
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
菊
陽
町
）
を
活
動
拠
点
に
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
魅
力
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な

い
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
今
年
は
下
部
ツ
ア
ー
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
が
主
戦
場
と
な
り
ま

す
。
ま
ず
は
そ
こ
で
１
勝
す
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
り
、
そ
し
て
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ツ
ア

ー
へ
の
道
を
つ
な
げ
た
い
で
す
。
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
姿
を
、
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
皆
さ
ん
に
見
せ
た
い
で
す
ね
。

「
ま
ず
は

　
　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
ツ
ア
ー
で
１
勝
を
」

日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
87
期
生

　
　
　
　
　
　

東　
　

葵
（
48
期
）

zoom
up



本年度予算額（A）前年度予算額（B） （A）-（B）科　　　　　目

平成28年度収支予算 紫紺会　平成28年度事業計画（平成28年1月～12月）平成28年1月1日～平成28年12月31日

　同窓会報「紫紺」は今回で第26号の発行となりました。まずもって、会報誌発行にご協力をいただいた母校関係者の方々のご協力に心より、感謝申し上げます。
　さて、本年は会報誌同封の「飲食店マップ」の制作と同時進行となり、会報誌が無事完成にこぎ着けたことに対し、広報委員一同、ほっとしているところです。今
回も皆さまのおかげで、この１年間における紫紺会活動を凝縮した内容に仕上がりました。現在本会で力を入れているホームページやフェイスブックによる情報発信
と合わせて、同窓会の最先端となる情報をお届けできれば幸いです。
　最後に、広報委員会は現在６人で活動しておりますが、広報活動を通じて母校や同窓会の発展に貢献したいという熱意を持った方がいらっしゃれば、お気軽にお声
掛け下さい。2016年も皆さまにとって、最高の１年になりますように！（島）

●会　　費　3,000円
●納　　期　早目の納入をお願いします。
●納入方法　同封の郵便振込用紙にてご送金いただくか、下記口

座に直接お振込下さい。
【お振込先】
※郵便払込用紙を同封しております。銀行振込の口座番号は下
記の通りです。なお、銀行口座引き落としをご利用の方は新
たに振込みの必要はありません。

　・肥後銀行　県庁支店　普通口座　口座番号 1303908
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属高校紫紺会
　・熊本銀行　水前寺支店　普通口座　口座番号 0259310
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属高校紫紺会
　・熊本第一信用金庫　本店営業部　普通口座　口座番号 946549
　　　　　　　　　　　　熊本学園大学付属中学高等学校同窓会紫紺会

　昨年も同窓会活動は活発に展開されました。これも同窓生の皆
様によるご協力のたまものと感謝申し上げます。活動には、最低
限の資金を必要とし、皆様の会費によって支えられている事をご
留意いただき、どうか早めの会費納入をお願いいたします。

会費納入のお願い

行　　　事曜日月 場　所 時　間 備　　考 担　当
14

23

30

18

25

10

26

14

12

10

15

25

14

18

8

16

18

13

3

10

15

木

土

土

木

木

木

土

木

水

金

水

土

木

木

木

金

日

水

木

木

木

代表幹事会

決算・会計監査

役員会

飾馬奉納実行委員会

会報「紫紺」第26号発行

学園大付属中学・高校奨励賞授与式

代表幹事会

第5回ゴルフコンペ・懇親会

お花見の会

紫紺会飲食店マップ発行

紫紺会ホームページリニューアル

経済同友会役員会

役員会

代表幹事会

現役部活生激励会

経済同友会総会・年祝いの会

五校合同経済同友会例会

役員会

紫紺会年祝いの会

関東紫紺会との交流会

女性部主催セミナー

代表幹事会

紫紺会関西支部との交流会

清正公祭り

役員会

経済同友会定例会

青年部懇親会

女性部主催セミナー

飾馬　馬番抽選

代表幹事会

飾馬  慰問

飾ﾘ卸

藤崎宮秋季例大祭

各支部OB会懇談会・懇親会

役員会

第6回ゴルフコンペ・懇親会

五校合同経済同友会例会

母校でフォーリン・ラブ もしかしてpart2

代表幹事会

女性部主催セミナー

経済同友会役員会・忘年会

役員・代表幹事忘年会

クリスマスプレゼント贈呈式

高校3F会議室

紫紺会事務局

ホテル日航熊本

パレア会議室7

未定

未定

ホテル日航熊本

高校会議室

未定

未定

新茶家

未定

高校会議室

未定

未定

未定

未定

加藤神社

高校会議室

未定

未定

未定

藤崎宮

未定

未定

高校会議室

未定

未定

未定

未定

未定

未定

未定

大江学園

19：00～20：00

15：00～17：00

18：00～21：00

19：00～20：00

18：30～20：30

19：00～20：00

8：00～16：00

18：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～21：00

19：00～20：00

19:00～21:00

18：00～20：00

12:00～15:00

19：00～20：00

18：00～20：00

19：00～20：00

19：00～21：00

19:00～21:00

12:00～15:00

19：00～20：00

19：00～20：00

19：00～20：00

8：00～16：00

18:30～20:30

19：00～20：00

12:00～14:00

19：00～21：00

新春大同窓会・28年度について

紫紺会入会式の日

27年度の隠れた善行を行った生徒の表彰

桜の花を見ながらの宴会

定例役員会

関東紫紺会との交流を図る会

いずる窯陶芸教室セミナー

紫紺会関西支部との交流を図る会

飾り巻きずしセミナー

同窓生を対象とした婚活パーティー

100％代表幹事会

ブリザードフラワーアレンジメントセミナー

ゴルフチャリティーイベント

代表幹事会

財務委員会

事業活動委員会

事務局

飾馬奉納委員会

広報委員会

経済同友会委員会

代表幹事会

青年部

事業活動委員会

青年部

広報委員会

経済同友会委員会

事務局

代表幹事会

事業活動委員会

経済同友会委員会

経済同友会委員会

事務局

事業活動委員会

事業活動委員会

女性部

代表幹事会

事業活動委員会

飾馬奉納委員会

事務局

経済同友会委員会

青年部

女性部

飾馬奉納委員会

代表幹事会

飾馬奉納委員会

飾馬奉納委員会

飾馬奉納委員会

事務局

事務局

青年部

経済同友会委員会

事業活動委員会

代表幹事会

女性部

経済同友会委員会

代表幹事会・事務局

青年部

11

総会：26年度活動報告、決算報告、27年度計画、予算承認
大同窓会：年頭のご挨拶、奨励賞授与

通常総会・新春大同窓会
500人だヨ　全員集合！

12

10

9

8

7

6

5

4

3

2

１

ＡＮＮクラウンプラザ
ホテル熊本ニュースカイ

ＡＮＮクラウンプラザ
ホテル熊本ニュースカイ


